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明治•大正年間の人口推計と人口動態 

やく論文の形を整えて発表することにした。

なお，今回の発表に際し，本塾大学院生佐藤貴一郎君の助言をえた。記して感謝の意を表したい< 
終わりにこれまで両学会で発表したときの報告作業に直接協力してくれた私のゼミナールの学生諸 

君の名をことに記しておきたい。 ’ .
昭 和 4 0 年卒業 ’

古川康中，神田敏彦，御子柴慶孝 

昭 和 4 4 年卒業 '
吉田直広，細沼紀男，大王倶彦，川村健ニ 

昭 和 4 5 年卒業

増 田 彦 ，渡边荘逸，名倉耕ニ，. 九島一浩，深谷和彦，草島道能,小沢康甫 

志達浩爾，寺 嶋 隆 ，前田正明, 渡辺哲郎，筑紫元耀ハ大岿和夫 

昭 和 4 6 年卒業

原田典和，平井敬三，藤 田 康 , 新木邦男，農美謙ニ，相原啓ニ 

昭 和 4 7 年卒業 .
加納恭夫，勝 正 豊 ，服部史郎，宇野典明，上村利幸，藤田道夫，高橋皮一，細野太郞 

門脇公男,塩津ニ郎

，安 川 正 彬 経 済 学 部 教 授 ヽ  

、広岡桂ニ郎日本医師会統計課長ノ
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近世イングランドの都市工業

— Tエタセダ一市における毛織物工業——

「 ' . ' . ■ . ' . .  ; . . . . .
安 元 稔:

は じ め に
. . . 1 . . ■. . . . : -  . : . . . . .

イングラソドの経済発展を同時代のヨーロッパの経済発展という枠組の中でと' らえ，更 に 「丁業: 
化j をip■に産業革命以降の経済発展に限ることなく，イングランドの工業史を長期的な視野に立へ 

て眺める時，1430年代を境とする原料(羊毛)供給国から毛織物輸出国への転進は， 1 つの大きな画; 
期を意味するであろう。しかしながら，この場合の工業製品としての毛織物は，白地広幅織（White 
broad c lo th )を中心とするものでもり， 半製耑に過ぎず， より付加価値の高い完成品としての毛歡 

物をイングランドが輸出するためには，1 6世紀後半から1 7世紀にかけてのあの毛織物輸出の不振: 
とその打開策と，しての新種毛織物への転換を章たなければならなかった。この意味では，17世紀中， 

期までのイングラソ ドのヨーロッパにおける地位は, いわばヨーt xッ パ の 「中進国j ともいうべき 

ものであって，161S年 め Alderman Cpckayneの計画に■如実に示されているように，15世紀半ばか. 
らの2 世紀間，イングラソ ドは, ，アントヮ“ プに仕上をあおぐという依存状態，こうした形でのm ： 

際分業の環から脱出し，完成品を国内において生産することによって，国内の雇用を促進し，n m  
工業製品の付加価値を高めて，，名実ん'もにヨ ーロッパの先進「工業国」としそ自立するべく苦悩し 

でいたといo てよかろう。ぃもしイソダランドの工業発展史を上に述べた視点からみることが許され. 
るとすれば，われわれは，当然，イングランド国内にぉける毛織物の仕上工程の発展に.注目せざる.
をえない。そして，仕上工程を課題の中心に据え，そこに焦点をあわせつつイングランドの毛織物• - ■ . . . . . .
工業史を見直す時，ここに都市が前面に浮び上って来ることになるであろう。本稿は上のような提 

点から，西南イングランドのデヴォンシャ一の中心都市ェクセターを素材として，近世イングラソ ‘ 
ドエ業史に占める都市工業の位置を再検討しようとするものである。
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注（1 ) M世紀半ばまで，イングランドから輪出される毛織物の大部分は，仕上 • 染色されたものであり，逆にフランドルか 

らイングランドに輸入されるものは，白地毛織物が多かった。 後年のパターンとは逆である。 N. S- B. Gras，The 
Early English Customs Systems, Camb. Mass., 1918, pp. 109, 117，288-302, 30&-11.

(2  ) W. G. Hoskins, Two Thousand Years in Exeter, Exeter, I960, p. 24.
( 3 )  E_M. Carus-Wilson, The Expansion of Exeter at the Close of the Middle Ages (The Harte Memorial Lecture 

in Local History delivered at the University of E xeter ,1 May 1961), Exeter, 1963, p. 6.
< 4 ) 1255-1263平の_ こニクセター市長を8 回勤めたPhilip T inctorは, 明らかに染色業者である。Mayors of Exeter 

from the Thirteenth Century to the Present Time, Exeter City Libraryf Exeter，1964，p. 3 . また.1296-7 年のェ 

クセターの市会（Common C ouncil)の偶-成員のうちにも染色業者がいる。B. Wilkinson, The Medieval Council of 
Exeter (University College of tho south-west of England, History of Exeter Research Group, Monograph No. 
4), Manchester, 1952，App. II, p. 68.

< 5 )  E.M. Carus-Wilson, 4The Woollen Industry’ in the Cambridge Economic History of Europe, V o l.II，ed, by M. 
M. P<«tan and RE. Rich, Cambridge, 1952, p. 66. ’

( 6 )  E; Miller, °The Fortunes of the English Textile Industry during the Thirteenth Century*1, Econ. Hist. Rev,， 
2nd ser.f Vol. XVIII, N o .1，1965, pp. 74-7.

〈7 )  W.G. Hoskins, Devon (A New Survey of England, A New Historical Description of County and Town ed. by 
J. Simmons, Loud” 1954), p , 125.

( 8 )  N.S.B. Gras, op, d t.，pp. 427, 431. E.M. Carus-Wilson and Olive Coleman, England's Export Trade, 1275-1547, 
Oxford, 1963, pp, 75-97.

( 9 ) フランスにおV、て，以後ェクセタ一の生敗な市場の1 つとなるToulouse•では，14 ill•紀後半，フランドル，ブラバソ 

トの毛織物が，イングランドの机贺毛織物に次第に敗;11して行く過松がはっきり説み取れる。Philippe Wolff, uVn  
chemin do Flamlrc”，Le moyen age, No, 3-4. 1946, p. 271* Philippa WollT, "English Cloth at Toulouse, 1380- 
1450,\  Econ. Hiat_ Rev” 2nd scr.( V ol.II, No. 3,1950, p. 291.

イングランドの都市毛織物工業の最盛期であった1 2世紀から1 3世紀初頭にかけて，デヴォンシ

ャ一の中心都市二クセターは，他の大方の都市と同様，染色した比較的良質の広幅織を輸出してい

た。デヴォンシャーの農村で生産される羊毛は，極めて粗質であり，広幅織には不適当丨であったか ;(2 )
ち，この時代の-てグセタ一は，粗質毛織物を生産するデヴォンシャ一の農村工業と深いかかわりあ .(3)
!いはなく，他州產の设質の羊毛を原料とする毛織物の仕上•染色をその活動の中心とするものであ

ったと思われる。このことは，13111:紀エクセターの市当局を構成する支配的市民の中に， しばしば

染色業者が顔を見せていることからも明らかである。この段階のエクセターの都市工業は，輸出用 , ( 4 )
，の比較的高級な毛織物の流通と生鹿，就中，仕 上 • 染色を内容とするものであったといえよう。イ.
ングランドの良質毛織物がフランドルのそれの進出の前に国際市場から排除され始め，これに伴っ

て イングラ ソ ドの都市工業が衰退した1 3世紀から1 4世紀半ばまで，エクセターもまた広幅織の仕
(6)

上をもってしては都市工業を維持できなくなってL、たが，この都市工業の危機の時代に，デヴォン

ツャ一の農村で生産され始めた同州産の羊毛を用いる粗質の毛織物（力一ジ-の一種である小幅の
- '

stra its)が， 1 4 世紀半ば以降，イングランド毛織物輸出の立ち直りの糸口となり，主としてブリス

トルを経由してフランス， スペイン， ポルトガル等の南欧市場に大量に輸出されるに及んで， エ ク( 8 ) ( 9 )

近世イングランドの都市エ菜
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第 I 表デヴォンシャー屯辙物工業の分亦⑷

A . 1 3 9 5 —-1 3 9 6 年 B . 1 3 9 6 — 1 3 9 7 牟
m  jii , 村 名 ifi売人数 服 売 M Hundred 販兜人数 販 売 位

Barnstable 12 977 + Braunton, Sherwill
l*Ixeter ? 714 (含 Barnstaple) 108 1094
Torrington 5 116 Fremington, Hart-
S. Molton ;: 5 53 士 land, Sliebbear,
Bampton

；. ， 6 159 + ：Black,Torrington,
Cullompton 4 20 f Lifton 27 284-V
Culrnstock 8 185 S. Molton, N. Molton,
Honiton 6 c. 250 Witheridge, Bampton,

■ Newton Bushell 3 26 \~ T iverton ,その他 37 302 士
Dartmouth 2 16 + Axniinster, Colyton,
Totnes 4 47 + その他 8 26
Plymouth 5 36手 Exminster, Hay tor,
Kingsbridge 2 25 + その他 7 45 +
Plympton 5 46 Coleridge, Plympton,
Tavistock 3 .36 その他 29 243 +
Okehamptcm 3 35 Roborough, Plymouth
Credit on ， 2 42 その他 14 70 +
Chulmleigh \  4 / 28 Crediton, W. Budleigh,
S* Tawton . 1 . 15 N. Tawton,
Ashburton 2 38 + その仙* 12 71

i Exeter ? 680 +
(注） R. Pearse- Chope, op. c it” PP-. 577-9 よ U 作成。.毛織物販邦 M の耶位は，Cloth of assize.

セターは, こ6 粗質毛織物の輸出！̂向うことになる。 、 ■
1 3 世紀にデヴォンシャーの農村で生產された叫r a itsは，極めて粗質の低廉な毛織物であり，明 

‘らかに農民の需要を充たすためのものであった。従って， この s t r a i t sの生産は，デヴォンシャー 

各地に分散しており，地域的な特化はみられない。 ところで，こうした分散性をもつs tr a it sの生 

，産も， 1 4 世紀後半に南欧市場への輸出が伸長する頃には, 第 I 表 ■̂示したように，明らかに地域 

丨的な集中傾向が目立ち始める。 すなわち，’ ブリストルに近い北部の都市バーンスティプル（Barn­
staple) および東部の ニグセク， の毛織物販売 A  数， 取引量は, 他の場所のそれを大きく上回り，両 

者の周诏農村地域にstrai炔の生産が集中L 始めたのである。 もともと農民;の需要を充すために坐 

.産され，従づて各地に分散して発芽したような農村工業が，輸出の伸長期に都市0 周辺地域に吸収

，注（10) W.G. Hoskins, Devon, p. 125,
( 1 1 ) R. Peajrsc-Chope, MThd Aulftager in DevohV, Report and Transactions of the Devonshire Association for tho 

Advancement of Science, Literature and Art (以下，T .D ,A ,と略記)，Vol. XLIV, 1912, pp, 576-7.

iiMMN
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近世イソグラソドの都市ェ蔓

されつつあった事実は，都市が何等かの形で農村工業を組織じ，.とれを利)f lし始め1た し とを物|1 為る»>
就中, 北部の都市バ一ンスティタルにおいては，既 に 1 3 0 3年には，Guild of St. N ich o lasなる商

人ギルドが活躍しており， バーンスティプル周辺地域へのs t r a it s生産め集中は， このことと無関
(12)

係ではなかろう。いずれにしろ，デヴォンシャ一の毛織物が，狭い地域的な市場から抜け出して輸： 

出'用の販路に乘り始めた第1 期，すなわち I4 世紀後半の都市の動向には興味深いものがもったと

ぃぇょぅ。 丨 . . :
さて, 第 I 図は，1 5 世紀中期から1 6 世紀中期に至る1 世紀間のュクセク一の毛織物輪出とブリ 

ストルおよびロ、ノ ドンのそれを比較したものである。ブリストルの輪出は，前述したように，14世 

紀後半以降,フランドル毛織物工業との熾烈な競争の末にィングランド毛織物工業が国際市場に進 

出する契機となったものであり，粗質毛織物カージーを内容とするものである。 ブリストルの輸出.
注 (12) G. Grdsa. Tha Gild Merchant: A Contribution to British Municipal History, Oxford, repr” 1967, V o l.1 , p 9‘. 

(13) H. Pearse-Chope, op. 6it., p. 677. 5
 ^2( 1 1 4 ) ------  ‘

くイングランド毛織物の主流が良質の白地広幅織に逭点を移しアントワープ市場に傾斜し始め，

ロンドンからの半製品をアントワープが仕上するという形で国際分業に組み込まれて行く過程を示

すものである。しかし，この後年のイングランド毛織物の主流となるロンドン経曲の白地広幅織の

動きとも'ェクセターの輸出は異なるものである。この意味でI4 世紀後半からI6 世紀前半り至るイ

ングラ'ノ ド毛織物貿易のいわば第1 局面ともいうべき時期の主要な毛織物輸出の動向の中にあって，

ェ ク セ タ ー は 特異な道を歩み出したといわなければならない。この 15/世紀末期以降の土クセター

の輸出は, 前述した第1 期の輸出飛躍期のデヴォンシャ一毛織物が，力一ジーのうちでもかなり粗

質 の s tr a it sであったのに対して， 同じくカージーの一種ではあるがs tr a it sよりも曳質のダズン

(Devonshire d o z e n )を内容とするものであり， 輪出市場も第1 期と同じく南欧市場で。 /
1 4 4 2 -3年のマーチャント ‘ アドヴェンチャラ一ズによるアントワープにおける指定市場の設(霉

に端的に示されるように，かってブランドル毛織物工業との競争に敗れたイングランド毛織物工業

が， 1 5 世紀中期以降， 次第にその競争相手の本拠，フランドル, ブラバントに進出し，これによ

■ってフラン. ドル， ブラパントの毛織物工業が良質の広幅織を捨てざるをえず，輸出不振の打開策と

して薄手毛織物_ (drapei'ie legere) ■に転進し，地中海市場にその活路.を見い出ししとはよく知られ

ている 事 実 で あ る 。 フランドル， ブランバントの薄手毛織物は，当初，ブリュージュ， アントワ一

プを拠点とするイタリア，スペイン商人によって，南欧市場を見い出し，次第に北部のライデン，(19)
ブ ラバントのブリュりセル , 西 部 の イ 一プル， ワロン地方のアルマンティエ， リル， トウルネイ，

(20) •

アラス，カンブレ， モンス等の都市毛織物工業を醒がえらせたのみならず，後年のサイ ( s a y )織の

注 ( 1 4 ) この点については，船山栄一*■イギリス貿易の播造変化』* 社会経済史罕，第 37卷第1 号，13-20頁参照のこと。

(15) W.G. Hoskins, Devon, p. 125.
(16) F.A. Mace, "Devonshire Ports in the Fourteenth and Fifteenth Centuries , Trans. Royal Hist. Soc., 4th ser.’ 

Vol. VIII, 1925, p. 126. E. M. Carus-Wilson. Expansion of Exeter, pp. 13-14 ,尚，エクセター経山め力-ジーの南 

欧市場，就中，フランス市場への進出が, 比較的舂易であった原因として; フランス，殊に Toulouseとプランドル， 

ブラバントとの交房が片贸易であるのに対して，イングラ'ノドとToulouseとの取リ丨は，イングランドがToulouse産の 

媒染剤である大青（past切，w o ad )を毛織物輸出め見返品と’して輪入し，.安定的であったことも考虛しなければな_らな 
、、であろぺこの点に関しては，丄 Godard et Philippe Wolff, "Un courant commercial k travers la France au debut 
.du XV° siecle： de Toulouse 奴irPay-Ba3，V?evturdu Nord, Tome XXXII, 1950, p. 36 を参照のこと。

(17) Astrid Frii3, Alderman Cockayne's Project and the Cloth Trade, The Commercial Policy of England in its 
. Main Aspects, 1603-1625, Lond., 1927, p . 16.

(18) E_ Cooernaert, Un centre industriel d’autrefo.is, La draperie-sayetterle d’Hondschoote, XIV0-XVIIIe si^clc, Paris,
1930, pp. 12-13. . .

(19 ) h , van der Wee, Th6 Growth of the Antwerp Market and the Eurfipdan Economy (Fourteenth-Sixteenth Cen­
turies), The Hague, 1963, V ol.II, p. 77.

(20) E, CoOernaert, op. cit,, p . 14.
( 2 1 ) E. Cooernaert, "Draperies rurales, draperifes urbainesi I'evolution de l'industrie flainande au moyen kgQ et au 

XVI0 sidcle'*, Rovue beige de philologie et d’histoire, Tome, XXVIII, 1950, p. 7 3 .アフスの毛織物i t  辦につい（は，

山瀬善一* ゲツラ/ ドルにおける初鄉の删i-ブルジョアダー，ーアラスを中心として—J < 社会経済史学，捕24卷第5 ♦ 6 
兮，83-6K参照のこと、 .

近世イングランドの都市工業 

がようやくピークを迎え，以後次第に下降線をたどり始める1 5 世紀末期に，ュクセターの輸出が 

急伸長を示している点注目に値する。 他方， 1 5 世紀中期以降のロンドンの輸出は，いうまでもな

J
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近 世 イ ン グ ラ ン ド の 都 市 工 業

中心地ホントスホーテの農村工業をも輸出産業として発展させる契機となった。 こうして 1 5世紀
(22)

末期から1 6世紀前半のヨーロッパの毛織物市場は， 南部ヨーロッパ - フランドル， ブラバント 

の薄手毛織物，北部ヨーロッパ;一一■イングランドの厚手広幅織によって2 分され始めたのである。

1 5 世紀末期以降の端緒的なヨーロッパ市場の分割は， イングランド国内においては,ロンドン 

の比重を高め，イングランド各地の毛織物生産地を白地広幅織の生産に向わせ， ロンドンからの白 

地広幅織をアントヴープが仕上するという周知の国際分業体制に組み入れることになる。他方，イ 

ングランド国内において，こうした流れとは別のところで，後年のイングランド毛織物の主流とな 

、 る白地広幅織がフランドル，ブラバントに進出する以前の1 4 世紀末期に，イダリ.ア商人によって

南欧市場に向けて輸出された毛織物があった。すなわち前述のブy ストル，サザンプトン経凼の粗(23).a
質で軽いカージーおよびウーステッドである。これらは共に鮮かに染色された完成品であり，旧毛

(24)
織物ではあったが南欧市場には好適の毛織物であり，フランドル，ブラバントの薄手毛織物が南欧

V

市場に進出する以前にこの市場を見い出していたのである。 ブリストル，サザンプトソ経由の力一 

ジーの輸出の沈滞ののち，この系列を受け継ぎ，.南欧市場に進出したのがヱクセター経由のカージ 

一であ り， 1 5 世紀末期に南欧市場に輸出を急増させえたのは，イングランドでは，エクセターだ 

けである。 従って, I 5 世紀末期以降め土クセター盔 由の仕上カージy の南欧市場への輸出こそ， 

フランドル， ブラパントの薄手毛織物の同じ市場への転換に照応するものだったのである。

さて，ここでフランドル， ブラバントの薄手毛織物と軌を一にして南欧市場にカージーを送った 

キクセタ，一の都市工業を分析するに先立って，当初，-ブ.リス.トル，，サザ：/ プトン,：次いでエクセ'ダ 

一に引継がれた仕上毛織物カージーの輸出が，1 4 世紀末期から1 6 世紀前半までのイングランド経 

;済にどのような意味をもったのかを簡単にみておこう。 1 4 世紀末期のイングランド毛織物の国際 

' '市場での囱復の荷い手となった力一ジーは，1 3 2 3年の最初の毛織物規格統一制定法の対象外にあっ 

- たた為，力—ジーが南欧市場に輸出され始めるや統治機構はこれを輸出市場に積極的に乗せるため, 
他の毛織物の規格を統一した制定法を撤廃し，総ての毛織物の規格の調査を毛織物検査官がnager) 
.の手に委ねたのであった。 その後， 1 5 世紀末期に至ってこの力一ジーの輸出が再びエクセター経 

曲で伸び始めると，従来の規格統制法にもまして詳細な法があらわれ，力一ジーの規格がここに初 

めて制宠法に盛り込まれることになる。こう.した統治機微こよる付加価値の高I ぐ仕上製品としての

注（22) R. Cooernaert, La draperie-sayettoriep pp. 16-17.
(23) A. Friis, op. c it, p . 16,
< 2 4 ) この時代のウゲステッドの洧欧市場への輪出については，拙稿• r近世初頭來部イングランドにおけるウーステッド 

毛織物工業』，三丨II学会雑E ft,第61逸第12-ホ 94貢参照のこと:
<25) E. Cooernaert, La drapcrie-sayettcric, p . 12.
(26) A, Friis, op. cit” p, 33.
(27) R. Pearea-Chope, op, cit.# p. 572.
(28) The Statutes of the Realm, V ol.II, repr., 1963, 4 Edw. IVt e , 1 , pp_ 403-4,
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カージーへの注固は，輪出のための規格統一への励きのみならず,陶税への力一ジーの組み込みに(29)
もみてとK る。規格が制定法に盛り込まれる以前においては，力一ジーは， the cloth of assize <h 
対象外であり， その価格も法の適用範囲外にあったため関税支払品目の外にあったが，力一ジーの(30〉
輸出が増加し始めると，こうした弊害を除去し，これを財政的に利用せんがために，統治機構は， 

毛織物換算制度（a scale of equivalent)を導入し， 3 カージー= 1 cloth of a s s iz eとい.う換算率で課 

税物件に加えることになったのである。こうして，付加価値の高い仕上毛織物力一ジーのI4 世紀 

末 肌 殊 に 1 5 世紀中期以降の輸出の増加に対して，統治機構は，これの規格を統一し，関税課税 

'物件として拾いあげること1)、ら更に一歩進んでカージーをもってイングランドの「工業化」を押し.,(32)
進めるベぐ，他の毛織物も力一ジーと同様に完成品を国内‘で生產し，雇用を促進し，輪出商品の付

加価値を高めるため，半製品の輸出の全面的な禁止という政策をとったのである《

しかしながら，1 4 6 7年，1 4 8 7年の未仕上白地毛織物の輪出禁止法がほとんど実行されなかっ令

ことから明らかなように，イングラ : ソ ドの毛織物輪出の現実の動きは， 1 5 世紀後半以降は， 白地

•広幅織が主流となりつづあり，アントワ一プへめ依存関係を深め，半製品を中心とするものに代り，

.カージーを範として構築された完成品の国内での生産を奨励する政策との間に大きな3丁e離が生じつ

つあったのである。イソグランドの総セの毛織物を力一ジーと同じく付加価値の高い輸出商品にせ

んとした統治機構の政策の失敗の背後には’ 低地地方の反対，ロソ ドンを拠点とするマ一チャ、ノ ト，

ア ドヴ* ンチヤラ一ズの既得権の強さ，パンザ商人の抵抗があったのであり，マ ー チ ャ ン ト• ア ド(35) ，

ヴヱンチャラ一ズ，ハンザ商人は，未仕上白地毛織物禁止の法を，許可制による未仕上白地毛織物

'の輸出という方法で容易に逃れえたのである。カージーをもって原料供給国からー举に完成品を輸

出するヨ“ ロッパの先進的「工業国」に飛躍せんとする統治機構の政策が，如何にイングランドの

• 工業発展の现美の流れと乖離していたかは，こうした政策の典型的なものであった1虹5 年のがの j
Alderm an C o c k a y n eによる王立特権会社（King’s Merchant Adventurers) にすら > 年 3 0 0 0反の未仕

上甴地毛織物の輸出を認めざるをえなパったことがらも容易に察しられよう。(37)
ところで，イングランドの毛織物の大勢が,当初統治機構が目指した付加価値の高い完成品の輸 

出から次第に離れ，アントワープへの依存を高めつつも，輸出を増加させて行く中で，当初の方向
-.—,— — L _，， .  ̂■ .V -  ̂ .

注 （29) , 当時の統治機梢のカージーへの注g の意味についてはE. Miller, op. cit” pp. 78-9.
(30) A, Friis, op. cit., p. 38.
(31) Ibid. p. 38, .
( 3 2 ) この点に関しては，城戸毅，r15世紀の土地所右課税j (イギリス中世史研究会編，「イギリス封妞社会の研究」,來苽 

1 9 7 0 ,所収パ 379-80頁を参照のこと。 .
(33) The Statutes of the Realm, V ol.II, 7 Edw. IV, c. 3, p. 422, 3 Hen. VII，c . 12, p. 520.
(34) A- Friis, op. cit., p. 39,
(35) Ibid., p. 40.
(36) Ibid., p. 40. '
(37) Select Charters of Trading Companiea, A. D.1570-IV07, ed. by Cecil T. Cftss (The Publications of the SeldeA 

Society, Vol. XXVIII, 1913), p. 95.
—— 3 b (117) ——
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で輸出を伸ばしたカージーも1 6 世紀前半に1 つの転期を迎えるごとになる。すなわち，今や既得

'権を強化したロンドンのマーチャント• アドヴヱンチャラーズは，カージーすら,未仕上白地のまま

アントワープに送り，ここで仕上した後，南欧市場に送ることを望むようになったのである。つま(38)
りカージーが白地広幅織のルートに巻き.込まれて行くのであって，. この傾向は，殊にイングランド

'北部で生産されるNorthern d o zenには著しかったのである。 ロンド:ン'経由の_ 地力一ジ一はこの

時代に増加し，フランドル地方においても，この力一ジーの完全な模倣が现われるほどであった。(39)
第 I 図に示しだ 1 5 2 0年以降のエクセターの輸出の停滞は，南欧市場へのアントワープ経丨_丨3の北部.
イングランド産のカージーの進出あるいは南欧市場へのフランドル， ブラバント， 北部フランスの

薄手毛織物の輸出の増加によって惹起されたことも事実であるが，これに加えて，デヴォンシャー

の白地未仕上毛織物が，エクセターに集荷され，仕上 • 染色された後，エクセターから直接に南欧

市場に向わず， ロンドンに吸収されたことを示すのである。従 っ .て ，. 16世紀前半のデヴォンシャー

の都市エクセターは，デヴォンシャー農村のロンドンとの直結によって，その存在理由を脅かされ(41)
つつあったといえよう。以上 1 4世紀後半から1 6 世紀前半に至る2 世紀間の力一ジ一の輸出.の動向 

とそれがイングランド経済に如何なる意味をもったのかを概観した|Rであるが，この間，これに対 

，応してエクセターはどのような動きを示したであろうか。以下この点をみてみよう。

JL \

1 5 世紀末期以降のエクセター経由のカージー（Devonshire dozen).の輸出市場の急激.な拡太は，都

市内部の商工業組織に大きな波紋を起こすことになった。急激な経済的機会の拡大が,’都市内部に

どのような変化をもたらしたかを，商人間の相克と仕上業者の抬頭に焦点をあわせつつみておこう《

1 5 世紀を通して，周辺農村において生産される未仕上白地カージー（raw k ersey)を都市に集め，

これを国内および海外市場に向けて販路に乗せるのは， 市内の merchant, mercer, grocer, draper
等の商人と宇工業者的侧而と商人的な側面を併せもつ仕立業者（tailors)であった。彼等はまたjfj会

(42)

注（38) 'Guicciardini^ Description of the Trade of Antwerp, 1560*. in Tudor Economic Documents, ed. by R. H. Tawney 
and B. Power, New Impr” Londり1963, VoL III，p. 168.

(39) H. van der Wcc, op. cit,，p , 187.
( 4 0 ) エクセターのフランスにおける伝統的;̂ :市場，Toulouseの毛織物商人ラテン家（Les de Laran) の帳鮮にあらわれ 

た取リ丨毛織物は，16世紀中期以降，パリ，ル一アン， リル，アウグスブルダ，ヴ ス ，ジ;̂  ノア，フロ一レンスのも 

のが多く • イングランド毛織物の地位の低下は丨JJ}らかである。R- Doucot，“Les de Laran, marchands drapiers a Tou­
louse au XVI^ aidcle”，Annales de Midi, Tome LIV, 1942, pp. 85-7.

( 4 1 ) M.  Dunsford, Historical Memoirs of the Town and Pariah of Tiverton, Exeter, 1790, p. 3 6 . (この文献は，和歌 

； 山火学，角山泶先生より御沿りした。記して御礼中し上げるJ
、， ( 4 2 ) エクセターのこの時代の仕立業者が，かなりの规換で商取リ|を行なったことは，John Ector alias Ector of Exeter, 

•marchant*，iiliaa ^ illou r1* John Godoscotc alias Guttescoto alias Guacoto,of Exeter,*Jmarchaiit, a llm  ‘taillour’ な 

る記述からも明らかである。Calendar of Patent Rolls, Edw, IV-V( Richard IU,. 1476^1485, pp. 261-2.
-— 36(118) — -

<common council)の構成員であり，市会，市長の選举母体である有力商人の団体，36人衆 (36 electors).
を構成していた。ところが, カージーの輸出が急伸長を示す以前の1 4 6 6年，市内の毛織物 • その.
他の流通を荷っていた前述の市の支配層の間に分裂が起こり，仕立業者が，彼等自身，市当肩の構

成員でありながら，従来から市内のギルドの承認権を保持していた市当局を飛び越えて，国王に仕

立業者のギルドの承認勅許状を要請し，自治体（incorporation)特権を獲得したのセ、ある。ニクセタ(44)
一の対仏取弓丨が，ピキP (Piquigney)の和平によって急速に拡大し，カージーに対するフランス市場 

の需要が急激に増加し始める1476年に， 1466年の勅許状獲得後，市内の毛織物工業関係者ぉよび(45) •
小商人，更に市外のそれをも自己のギルドに組入れ，Livery C om panyとして，国王から大幅な特(46) (47)
権を与えられ，市内の流通部門に進出し始めていた仕立業者のギルドと仕立業者以外の商人は係争 

に入り，国王の仲裁にもかかわらず，双方の抗争は，その後，148 3年まで継続することになる。こ
(48)

の間，毛織物輸出の急伸長という経済的機会の拡大に直面した仕立業者以外の商人は，市長ぉよび , 
市会の名を借りて，自己の流通独占を制限する力をもつに至った有力なギルドを押えんとして，仕 

立業者のギルドへの勅許状を徹廃すべく国王に働きかけ，仕立業者の方もまた国王権力を後楣とし 

て，自からもこうした経済的機会の拡大の分前にあずからんとして，ギルドの支配力の強化に努め 

たのである。この抗争は，仕立業者のギルドを承認した勅許状の撤廃によって終結したが，その後，(49)
仕立業者のギルドが存続し，勅許状に盛られた特権を行使しているところからみて，仕立業者以外

の商人との間に何等かの妥協が成立したもの1 思われる。いずれにしろ，仕立業者のギルドとその(50)
他の商人層との抗争は，急激に拡大したカージーの輸出の流通独占をめぐる商人間の激しい勢力争

いのあらわれとみることができよう。
(51)

ュクセタ一にぉける急速な毛織物輸出の拡大は，都市の流通部門のみならず，手工業者の地位に

注（43) T. Smith (ed.)» English Gilds (Early English Text Society, Original Series, No. 40，Oxford，repr. 1963)，pp. 
302-3.

(44) Calendar of Patent Rolls, Hen. VI-Edw. IV，p. 543，Membrane 10.
(45) M. Mollat, Le commerce maritime Norland a la fin du moyen age, 6tude d’histoire economique et sociale,

Paris, 1952, p. 133. ， 、

(46) T. Smith, op. cit_, pp. 311.
(47) 1466年の Tailors Gild は，項與に Liverymen である ys ffelescipe，その下に Master である Yowte Brodere,

Scoppe-holder,更にその下にFfre sawere, Seruantsという形で桃成されており，1479年には，それがMasterys ffe- 
lasscheppe (Liverymen),次いで Shoppeholders of the Yemen lfelasceppe (Shop-holders or master tailor), ‘その 

に fire sawere, serilant (Journeym en)という描成となる。 T* Smith, op. cit” pp. 313-4.
(48) T. Smith, op. cit., 302-4.
(49) F. Rose-Troup, "The Kalendcrs and the Exeter Trade-Gilds before the Rcformation,,( T. D. A ” Vol. XLIV,

1912, pv 426.
(50) T, Smith, op. cit., p. 299.
( 5 1 ) この仕立業者とその他の商人との抗免を，仕立菜名がホ内の手工業渚の利益を代表し，媒頭制支i i を弥めんとする商 

ノ、層に対して中ったrK 主化岡争」とみる觅方(例えば， J.R. Green, Town Life in the Fifteenth Century, Loud., 
1894, V ol.II, p. 1 8 4 )もある.が，エクセターのta ilorsは，以前から市会を描成し，市の支配層であるから，経済的 

機会の姑太の卿i子の分前にあずからルとする市の女配® 内部の制 、とみる方が妥当であろう* この点に関しては，a  
Wilkinson, op. c it, pp. 2 7 -8 ,を参照#
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も大きな変化を巻き起し, より複雑な様相を呈することとなった。つまり輸出商品が仕上•染屯 

織物であったことから，ことに手工業者としての仕上工及び染色業者との関係が， 吏に加わるごと 

になる。 1 5 世紀半ば以前に， 既に市内には, 縮絨エ（tuckers) のギルドが市当局の承認をえること 

なぐ形成されていたが，1 4 7 1年までにこの縮絨エのギルドは市内の織布エおよび剪断:!： (shearer) 
をそのギルドに組み入れ，かなり有力なギルドに成長していた。前述の 1 4 6 6年<6仕立業者と市当 

局との毛織物販売の独占をめぐる係争の最中に， 仕上工ギル.ド (The Guild of Weavers, Tuckers ah<f 
Shearmen)もまた仕立業者と同様， 市当局を無視して国王にギルドの向治栴を要請したのである’

(53)
この国王によるギルドの承認の勅許状獲得に失敗した仕上工ギルドは，次いで数年後に，市当局に対-
してギル ドの承認を迫った。彼等が市当局の認可をえるべく提出した請願書から見る限り，例えぱ

ギルド会員は，予めュクセターの自由市民権を獲得してい る とと，ギルドの役員，規約は市当局に

よる事前の了承を必要とすること，あるいはギルド規約に違反した場合に会員から徴収する科料の

半分は市当局の取分となる等の条件から明らかなように，仕上工ギルドの肖治権は，大幅に制限さ

れたものであったし，市当局も結局，この段階では，仕上工ギルドの要請を却下しているのであノる
(56)

農村で生産された力一ジーを集荷し，これを輸出する商人は，市場が完成品を需要するものである

限り，仕上工に侬存せざる.をえない訳であって，商人の輸出に不可欠の仕上工程が，仕上工ギルド

という形で独立し，手工業者囲体として自治権を獲得し，商人による仕上工程の経済的支配に抵抗

することは，勿論商人にとつ ては不都合なことであったから，仕上工ギルドの自治権獲得の動きに

対しては，市会を構成する商人は，これを牽制する方向に動いたのであ名。

しかしながら，仕上工ギルドの自治獲得の動きを封じることによって，仕上工程の包摂あるいは

問屋制的支配の道を残さんとした商人の意図は，それ以後における仕上毛織物力一ジニの輸出の継—
続的な増加が，市当局の承認如何にかかわらず，仕上工ギルドの地位を一層高めたこと，加えて，

仕上工の一部は，エ ク セ タ ー に持込まれた未仕上向地力一 ジーを自身の資力で購入し，仕上し， 敦

いで染色業者に染色させた後，これを販売し始め，次第に流通部門に進出し始めたことによって，

破綻せざるをえなかったのである。もともとエクセターにおいては，都市の経済活動に対する市当

注（52) Beatrix J . Cress w e ll,A  Short History of the Worshipful Company of Weavers. Fullers and Shearmen of .the'. 
City and County of Exeter, Exeter, 1930. p . 14.

(53) Ibid., p. 7.
(54) Ibid., p. 7.
(55) Tudor Economic Documents, V o l.I，pp. 169-173,
( 5 6 ) エクセターの仕上工ギルドの国王の勅許状（Lettera P a te n t)による認可(Incorporation)あるいぼ，i|jiO Charter 

による認可についCは，ii冷説かあり，市当ん)によって, との時点で認fijされたとするもの，例えば, The Description of 
the Citie of Excester by 】ohn Vowell alias Hoker. trans. and ed. by W. J. Harte, J. W . Shopp and H. Tabley- 
Soper (The Devon and Cornwall Record Society)—以下Hoker, Description と略記-”Pt. I ll, 1919, p. 844, W. Cotton,. 
“Some Account of the Ancient Guilds of the City of Exeter”，T.D.A., V o l.V ,1872, p. 134, Beatrix R  Cresawell,、 
op, cit., p. 31 .あるV'は, この時点では,市当局によって認可されなV、とするもの，例えば，丨 Youirigs, Tuckera Hall,. 
Exeter; The History of a Provincial City Company through Five Centuries, Exeter, 1968, p. 46.がある

(57) J. Youigs, op, cit«, p. 6, ’
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局の千渉 • 支配はかなり強く，こうした傾向は，ギルドが泡治を耍求する力を得て来た1 5 世紀に

は殊に著しかった。市当局は，手工業者のそれにしろ，流通に携わる者のそれにしろ，既に市当局 
(58)

の承認を受けることなく形成されてV、たギルドを承認することに極めて慎重であった。通常イング

ランドの都市はギルド形成の承認権をもち，この承認権は国王からの勅許状の裏付けがあって初め'
て有効性を発撣しえたが，エクセターにおいては事態は逆であって，国王の承認権は市当局の権威,
の阻窖とみなされ，市当局は，極力市内のギルドを国王からの干渉から排し，向身の手で诼認せん

としていたのである。市当局がその存続を承認したギルドも，その承認に證って，ギルドの解散権. (59) - '
を市当局が握るという条件を付されたものが少なくなく，またギルドの自治権,あるいはギルドに

よる市内の同業者の包摂と支配も大幅に制限されていた。従って，市当局によるギルドの承認は，

単に吗該ギルドの市当局への依存， 従属の確認にしか過ぎなかった。 1 5 世紀中期以降のニクセタ(61)
一市当局のこうした方針は，大方の都市では既に確立していた各ギルドの同業者包摂とギルドとい 

う形での都市内部の社会的分業あるいは経済的諸機能の制度的众分担という体制の確立を遅らせる： 

結果となり，皮肉なことに，一面において，手工業者あるいは流通に携わる都市住民が，ギルドに 

制約されることなく経済活動を拡大しうる間隙を作り出していだ。 1 4 6 6年以降, 市当局の権威を . 
無視して直接国王と結びつき, 市内の伊-工業者あるいは商人をその支配下におさめた仕立業者は，

こうしたエク七ターにおける経済制度の特殊性—— 一部商人によって構成され，都市の経済活動へ 

の干渉 • 支配力の強い市当局の存在と他方における都市の経済活励のギルドという形での組織化の' 
未発展を巧妙に利用したものであっナこ6 1 5 世紀末期に都市内部に経済的機会の急激な拡大と 

いう要素が生じ，都市居住者が，こうした間隙を最大限に利用し始めると，ニクセターにおける経 

済制度のこうしたあり方は，市内の経済活動全般に亘って干渉，支配権をもたせるべく従来から可 

能な限り市当局を強化し，これをその流通独占と手工業者支配の唯一の拠りどことしていた商人 

層に逆に不利に作用することになったのである。 1 5 世紀末期以降のエ クセターにおける経済的機 

会の急速な拡大は，一部商人の流通独占と手工業者支配を_ 揺させ，以後，商人と手工業渚との力 

関係は不安定となり，商人哼たえず流通への手工業者の進出に脅かされることになる。そじて,こう 

した事態に直面した商人層は，その流通独占の強化と手工業者支配実現のためには，自身もまた市 

当局以外の権威にたよらざるをえなくなっ，たのである。流通独占を脅かす仕立業、者と妥協し，仕立 

業者を芮ぴ市当局内部に組み入れることによって一応の危機を回避した後* 商人が市長，化出任，市

注 (58) Ibid., p , 1 L
(59) F, Rose-Troup, op- cit., p. 415. .
( 6 0 ) 例えばCordwainerのギルドのTfiへの従属の強さについては，T. Smith, op. cit., p, 335, B akerのそれについては, 

Ibid., pp. 336-7. '
( 6 1 ) F. RosrTroup, op, cit., p. 415.
(62) W.T. MacCaffray, Exeter, 1540-1640, Tho Growth of an English County Town (Harvard Historical Monogra­

ph, Vol. X X V ), Camb. Mass,, 1958, p . 18.
(63) T. Smith, op. cit” p. 329.
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会の名におぃて，かって 1 3 世紀中期に消滅したGuild M erchantを復活すべく，ヘンリ8 世に， 

冬の承認の勅許状を要請した事実は，この間の事情を端的に物語るものである。 しかし，この試み 

も失敗し，商人による流逋独占の強化と手工業者支配は，早晩，何等か別の形で解決されなければ 

ならなかったのである。

1 6 世紀:、! ばに近づくにっれて，.仕上毛織物としてのカージーすらも，マ一チャント . アト、ヴヱ 

'ノチャラーズによって， ロンドン一アントワ—プ体制に組み入れられ，これによってエクセターが, 
その集荷機能を奪われつつあったことは先にふれた。元来，ュクセターの輸出商人は，エクセター 

が北フランスに地理的に近ぃことに加えて，その力~ ジーの輸出の金融を，ブランス，スペイン等 

からの輸入品をデヴォンシャ一の農村地域で販売することによって行なってぃたか(念，彼等にとっ 

てフランス，スペインとの直接取引こそ望むところであった。デヴォンシャー農村がロンドンと直 

結し，未仕上白地カージーをロンドンに送り，エクセターから独立することは，エクセターの輸出 

商人にとっては，その経済的基盤の喪失を意味した。こうした状況の下では，都市ュクセターの集 

荷機能の維持は，エクセター商人の急務であった箸であり，商人の利益を反映した都市の政策が，

1 6 世紀半ばに近づくにっれて次第に日程にのぼり始めることになる。先ず， 1 S 3 3午には， 市会の 

条令によって，都市外から市内に毛織物を持込む者は，G uild  H a l lで毛織物を販売することが義務 

付けられた。次ぃで 1 5 3 8年には，市参事会員が，敷地および4 0 ポンドを提供し，織糸，羊毛，未
(67)

仕上白地カージーの公設市場を建設することを申し出，市会は直ちに国王に対して，これら商品を

取扱う特別週市特権を要請するこど，並びに公設市場（Market House) を市の费用で建設することを

決定した。この特別週市特権の要請は，明らかに都市商人によるュクセターへの集荷強制の意図を 
(68) 、

反映したものであって，これに対しては，直ちに， ロンドンへ未仕上白地力一ジーを直送し，エク 

セターから独立し始めてぃたエクセタ一近郊の農村工業町クレディトン（C r ed ito n )が反対い 係命 

i.ご入ったが，枢密院の仲裁の結果:，.未仕上白地毛織物（rawe c l o t h )および織糸（w oollen. yearne) の 

取引は，立クセタ一の独占するところとなった。これらュクセタ一商人による周辺農村の未仕上由
(70〉

地カージーの強制集荷策と照応して，この時期にはまた，カージーは，仕上 • 染色.庄縮された都市 

の検印なしには卸• 小売とも販売できなぃ旨の制定法並びにデヴォン、ンャ一產の自地毛織物（white 
playne straights, pynned white s tr e ig h ts )を仕上のために都Thに持込む者は，都市努による検资，..検

注(り4) B. Wilkinson, op. cit” pp. xviii-xix.
(65) C，Gross, op. cit” VoL II，p. 86. • ..............
(66) W.B. Stephens, Seventeenth Century Exeter： A Study of Industrial and Commercial Development, 1625-1688, 

Exeter, 1958, p. 35.
(67) W, T. MacCaffray； op. cit., p. 75.
(68) Hokcr, Description, p* 916. *
(69) W.T, MacCaffray, op, cit; p. 75.
(70) Ibid., p. 76.
<71) The Statutes of the Realm, V ol.IV , PL I, 5 & 6 Edw. VI, c- 6, § XX, An Acto for the makinge of Woollen 

Clothe, p. 140.
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和を受けるべき旨の制定法が発布されている。ヱクセタ一市条令あるいは制定法によって，エクセ 

ターの集荷機能の維持を図った商人は, 更に進んで，市の負担によって市内に持込まれる総ての毛 

織物の集荷のために，公設市場 （Merchant H a l l )を新たに設^ 以後，数年のうちに羊毛’ 織糸’ 
未仕上白地毛織物の取引場所として，それぞれ別個の公設市場を市内に設置することに成功してい 

るのであるエクセタ一の後背地の農村工業がロ  'ノドンと直結することによって独立すること奪姐
(74)

止するべく，羊毛，織糸，未仕上白地毛織物のニクセタ一八^の強制集荷を実現しようとした商人の 

意図が，ある程度の成功をみたことは，Merchant H a l lにおける検査，.検印の禮負料の増加によっ 

て裏付けられる。また，ロンドン商人のエクセタ一近郊農村あるいはエクセター市内での未仕上_  
地力 一 ジーの貢付けに対しても，商人は市会を利用し， ロンドン商人による歳市での販売には他地 

.の商人にもまして大幅な特権を与える一方， 前述の公設市場Merchant H a l lでの農村未仕上白地 

力一ジーの総ての取引を歳市以外の週市に限定するという形で巧妙にロソドソ商人による未仕上白 

地力— ジーの購入を排除し，近郊農村あるいは市内の未仕上白地カージーの購入を事実上自身が独 

占したのである。

さて上にベたような形で，後背地を苒び自己の勢力圏に引き入れ，都市機能の回復を図った 

i クセター商人は，次いでその輸出市場との直接取引の保証を求め， これを機構的に確立し，独占 

するためより強力な方策を実行に移すことになる。 1 .5 5 6年，市会は， エクセター商人が国王かり 

勅許状を受けて, . 国内において，フランス，スペイン，ポルトガルとの取引を独占する商人団体を 

形成することを決議し，これを国王に要請した。 2 年後にエリザベス1 世によって与えられた勅許 

.状は， エクセター市会が要請した独占取引地域からスペイン， ポルトガルをはずしたとはいえ， 

A  Governor Consulls and Societie of Merchantes Adventurers of the Citie of Excester, traftqmmg 
therealme of ifraunces and dominions of the ffranche kinge な名名称の下に’ エタ-しタ间人か’ 
特権的商人団体を設立し，フランス取引を独占することを許^丨当カンパニーに入会しない者かフ 

ランスとの輪出入業務に携わることを禁止したのである。ここにェグセタ一商人は，市会を利用する

j±(72) The Satatutes of the Realm, V ol.IV , Pt. I, 7 Edw. VI, c. 9, An Acte for the true making of white playne 
Straights and pynned white Straightes in Devon and Cornwall, pp. 172-3.

Hiat. i ^ r C 狐 ，The Record of the City, of Exeter ed. by J. Wylie, Lend., 1916, p. 290, W. T. MacCaffray,
op. cit., p. 76.

(75) W,T. MacCaffrey, op. cit., p. 78.
(76) Hoker, Description, pp. 885-7,
(77) Ibid., p. 916.
(78) W.T. MacCaffray, op. cit” p. 166. .
(79) W. Cotton, An Elizabethan Guild of the City of Exeter, An Account of the Proceedings of the Society of 

Merchant Advent伽 rs, during the latter half of the 16«« Century, Exeter. 1873. p. v. f
侧 Ibid., p. 2 . 尚，この土クセタ- の特拖会社は，P'ノドンを拠点とするマ- チヤント. アト' ヴニ丫チ，フー，とで， 

M係もない仝く 別㈣の団体である。W‘B. Stephens, "Merchant Companies and Commercial Policy m Exeter, 162o- 
1688” T. D. A” . Vol. LXXXVI, 1954, p. 138. W‘ E. Lingelbach, The Internal Organization of tho Merchant 
Adventurers of England, Philadelphia, 1903. p. 50.
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ことによって，都市の集荷機能維持のためのさまざまな政策を打出したのみならず， これを十全に.
. . . . .  •

' 実現するために国王の勅許状によって，その集荷商品を供給する市場をも独占することに一応の成:
. ■ ： '. ； , ■ . . .

功をおさめることになる。 とごろで，こうしてロンドンの権益をも排除し，仕上毛織物を需要する
(81)

最終消喪地フランス市場との直接取引を保証されたエクセター商人にとって， 残る問題は， 結周 

のところ如何にして仕上••染色を掌握するかということであったろう。この点に関して極めて興振
- - I . '

深いのは， 前 述 の ュ ク セ タ ー • フランス会社の承認の要請に際してエクセター商人が国王に提出し

た設立趣意書の内容およびこのニクセター•フ ラ ン ス会社を承認する勅許状が最終的にヱリザベス

1 世によって与えられるに至るまでの経緯である。当初エクセタ一商人が市会を通じて国王に提出

した設立趣意書の内容は，.最近，市内において多数の手工業者が商取引に進出し，商人の取扱う商

品を自身で取扱うため，フランス， スペイン， ポルトガルとの輸出入取引を独占する特権会社を設

立し，その時点で商業活動を行なっている者をこの特権会社に入会させ，この特権会社に入会:e き

ない者をこれらの地方との取引から排除するというものでI り， しかも非会員が輸出入商品の卸売：(82)
のみならず小売取引を行うことすら禁ずるという極めて厳しいものであった。エクセター商人が目 

. (83)
指したのは， 外部的には， エク セ タ ー貿易の主要な相手であったフランス， スペイン， ポルトガル

との取引をエクセターが独占し， ロンドシの支配から離脱することであったろうが， その他方にお
• (84)

いて，内部的には，明らかに前述したようなエ ク セ タ ー の ギ ル ド制度の特殊性故にこの時代に殊に.
顾著になった手工業者の流通部 門 へ の 進出を，王権を後楣としたこの特拖会社をもって喰い止め； •
市内の商業と手工業とを制度的に分断することであったと思われる。このことは，翌初のエクセタ( 8 5 ) .
一商人の要求を緩和したヱリザベスの勅許状に加えられた入会資格条項から明らかである。手工業

(86)

者であっても，以後商業取引を行うことを希望する者は， 3 年以内にこの特権会社に入会可能であ

る旨の条件が加えられたが，入会が認められた手工業丨者は，以後，従事していた手工業を放棄すベ

きこととされ，商業活動と手工業との兼営は禁止されたのであるンそして，流通部門に進出し始め
' ( 8 7 )

た手工業者とはほかならぬ仕上工であづたことは，前述のエクセター商人の設立趣意書に対して， 

仕上工ギルド，染色業者が強い反対の意志表明を行い,枢密院に反対の請願を行なっていることか

注（81) P. Ramsey, Tudor Economic Problems (Men and Ideas： An Historical Series, I; ed. by R. W. Karri3. Loud.,. 
1968), p. 107.

(82) W, Cotton, An Elizabethan Guild, p . 1,
(83) Ibid,, App., p. 104. •
(84〉 このことは，会贝のロンドン緙山の輪出入取リ丨を厳しく祝制していることからも明らかであるa W. Cotton, T. D. 

A., p. 126.
( 8 5 ) 丨6肽紀半ばに, こうした形でギルドの•編成，強化が行なわれたのは，極めて時期的に迷れているといわなければな 

らなI 、が，この工クセタ一 • フランス会社が, 丨li内の経济制度©盤備め1 つのffl耍な契機となっすこことは,これを機会 

に市内のギルドが6 と叨確化され，改めて市剧1：:治が何れかのギルドに入会するどとを促されたことから叨らかであるe. 
W. Cotton, T.D,A„ p. 124,

(86) Hist. MSS- Com., p. 40.
(87) VY, Cotton, An Elizabethan Guild, pp. 6-7.
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ら明らがである。 ,(88)
輪出齒人による仕上• 染色の掌握 • 支配に関しては，エクセター . ブラソス会社による仕上工， 

染色業者の流通部門への進出の制限と並んで更に童要な事実を指摘しておかなければならない。そ 

れは，商人によるこうした試みに対する仕上工ギルドあるいは染色業者の反対理由であって，仕上 

エギルドによって枢密院に提出するベぐ集められた請願の中には，次のような注目すザ；きものかあ 

づた。すなわち，仕上関係者，就中，染色業者の反対理由は，彼等が仕上，染色した毛織物の販売 

から排除されることだけではなく，従来彼等が購入していたフラシスのトゥル' - ズ (Toulouse) , そ 

の他からの輸入品である媒染剤（故ood，m adder)や漂白剤である明磐 (a lu m )等の仕上原料か’ ニク、 

セ タ ー .フランス会社の許可がない場合には購入不可能となるか ら で あ っ た )。 縮絨エにしても縮練， 

に必要な原料（ソーダ）は輸入品にあおいでいたであろうから，仕上原料の販売を独占するような商: 
人め要求には同様の不満をもつたであろう。いずれにしろ，エクセター • ブランズ会社設立の淫初: 
の目的は, 手工業者，就中，仕上工，染色業者が，自身の資力で仕上毛織物を販売することを制阪 

するのみならず，彼等の原料支配をも併せ行なおうとするものであり，これによづて商人が仕上 . 
染色のための原料供給を独占し，仕上 • 染色の掌握をより一層強く行なおうとしたものであった。 

最後に，仕上，染色部門の掌握* 支配に関しては，商人あるいは市当局が，.仕上固定設備に対して 

積極的な資本投下を行なっていたという事実を举げておこう。仕上設備のうち最も戴要な雜i域水取 

(fulling m i l l )および付属設備は, 1 6 世紀中期には既にかなり大規模なものとなり，高額の資本役 

下を必要とするものになっており，個々の縮域エがこれを建設 . 所有すること.は不丨イ能になりつつ 

あった。商人のうちには，この縮絨水車を建設するものあるいは縮絨用ダム.(weir)の借地掬を锋 

つものがあったし, 市当局も，市の費用で縮絨水单を積極的に建設し，これを賃貨したの.で;あ(為。 

しかもこれら市当局の建設になる市有の縮絨水卑の場合には，直接の賃借者は，往々，大規模な輸出 

商人であって；彼等は長期間これを賃借し，市有の縮絨水艰め事実上の所有者となっていたのであ 

る。従って縮絨エの大部分は，商人が資本投下して建設した縮絨水卑あるいは鄉樂上商人の所有す 

るところとなった市有の縮絨水1疼を，手数料を支払って使用せざるをえなかっ'たのであ(J*)。更に丨信 

当屈は，仕上設備のうち，縮絨水車ほど高額の資本を必要とせず，従って大部分の縮絨エが所有し 

ていた張布枠 ( r a c k )さえも市め赀用で多数製造し，市有地め•一部をさ^、て張布場とし， 張布枠お 

ょび張布場を縮絨ェに賃貸しでいる。また染色についても，縮絨工程と同様，市せ紗Fの河川の'ー邰 ,

注 (88) W. Cotton, T.D.A., p. 123.
(89) W,T. MacCaffray, op. cit.( p. 141. 1

(90) Hist. MSS. Com. pp. 70, 308. Hokcr, Description, pp. 656, 715-6. i，% 都市当局による仕上部門への干渉域上設  

偏への資本投下は，フランドルのホントスホ- テにもみられる。 E. Cooernaert, La draperie-sayetterio, pp. 182-3.
261-2.

(91) Hoker, Description, p. 700. . „ . 如，ル，’ン

( 9 2 ) 繊 エ が 〗贿の麵水屯を鎌貨借する場杏には，往々，1 人ではなく離の縮絨エか8ynxU<Jate )■，他 し た 。 

J. Youings, op. cit-, pp. 75-6.
43(125)



近世イングランドの都市工業

を洗場とし，あるいは市有地の一部を染色布の乾燥場として張布枠とともに染色業者に賃貸してい 

こうして，既にこめ時期には，市内の経済活動に関する意志決宠は，市当局よりもむしろ，市 

をも組み入れ，これを従属しう.る地位に處ったエ ク セ タ ー •フランス今社の支配声によっ、て行 

な;^ |ふ，彼等の輸出の実現には不可欠の仕上• 染色部鬥の掌握 . 支配は，仕上設備への資本投下と 

所有にまで及ぶこととなったのである。それでは，こうしたかなり強力な集荷•仕上中心地をかか 

え^:テヴォン'ンャーの毛織物工業は如何なる工業組織をもっていたのか，また各工程を荷う者は如 

何なる経営形態をもち，互に関速し合っていたのか，以下この点をみ て み ょ 6

. テヴォンシャーの毛織物工業が， 1 7 世紀中期に徐々に旧毛織物のカージ^•から新種毛織物のサ 

ージあるいはベイ（b a y )に転換し始めるまで，都市エクセターを含めた毛織物工業の組織は，基本 

的にほ，各工程が一応独立しているという工程間分業によって特色づけられる。 1 6 世紀中期に価 

格の低いスペイン産H ， 1 7 世紀初頭に同じく価格の低いアイルランド，ウエールズ産の羊毛の 

使用か一J でみられたか，大部分の力一ジーは，デヴォンシャ一 産の羊毛を原料として作られてし、 

£ ) 既に中世初期から大規模な有核村落と開放耕地制度を欠き， 細 村 （h a m l e t ) , 孤立農場 （s i n g l c -  

faim stead)によっておおわれていたデヴォンシャーの農村では，囲込みの進展は著しく，囲込農場 , 
における自由農民の羊飼育が盛んであ了ぷ。デヴォンシャ-各地の小規模な囲込農場で生産される 

羊毛は，M•民によってデヴォンシャー全域に分布していた都邑（viiiage borough)に持ち込まれ，こ 

れをk 付の紐毛エ，梳毛エか購入し，織糸とし，再びこれらの都邑に持ち込む。織糸は次いで織布エ

に よっ て 購 入され，織 布 エ は 織 り 上 げ た 米 仕 上 白 地 力 一 ジーを商 人 に 売 却 す る の で あ る ル か ィ と

    (103)
. 注（93) Hoker, Description, pp. 716. 7 5 7 . ,

(94) Ibid., p. 747.
(95) E.A. Freeman, Exeter (Historic Towns ed. by E. A. Freeman and W. Hunt), 2nd edn., Lend., 1890, pp. 171-2. 

ニノ = タ- • フフンス会社のih内における発言力，経济的，社会的地位が極めて高かったことは，市民は職務ヒ(ex 

T i t ' エ コ S . フランス会社の役員であり，また，1559~1601年のエクセター♦ フランス会社のGem膽 r 45名
‘  \ 均 匕 ，人回はル長職に就いていることから明らかであろ5 。 I  Cotton, An Elizabethan Guild, pp. 25, 42-3
(96) Acte of the Privy Council of England. New Series, cd. by J. R. Dasent, Lond., 1890, Vol. I, A. D：1542-1547,

(97) W.G. Hoskim, Industry, Trade and People in Exeter, 1688-麵 （History of Exeter and tho South Weat Rese- 
areh GrouP- Monograph VI) • Exeter, 2nd imp匕，1968, pp. 30-1.

(98) W.J. Blake, “Hooker’s Synopsis Chorographical of Devonshire”，T.D.A., Vol. XLVII 1915 n 视
(99) W.G, Hoskins, Devon, p. 69.

(100) I!M, p. 71,
(101) W.J, Blaket op. cltM p. 346,
( 1 0 2 ) ァヴォンシャ- における1 3 世紀の village boroughについては，拙稿，rイングランドの中世都市- デヴォンシ，

一におけるboro时h—ム三丨丨丨学会雑誌, 第 64巻第8兮 1 8 8 — 19頌参照の こ と

<103) W .J. Blako, op, cit” p. 346, *

 4 4 ( 1 2 6 ) ——
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第II表 デヴォンシャニ農村織布ェの造産目録(出)
氏名 場 所ノ .年 造亦:総額 羊毛•織糸 製 IUI 織機数

r -…… £

その他の工具

J. w. Landkey 1575 4 -li-0 0 0 1 肺 1 , m iw -1 0
s. w. Prescotも 1592 37-12-0 5 - 0 - 0 0 1 紡:中:2 0
w_ w  ‘ Bickington 1601 11715-0 2 - 0 - 0 0 1 幼]K1 , 刷:i m  1 0
H. P. Alphington 1640 337-16-0 1 3 0  0 0 2 _  1 326-14-0
T. R. Creaiton . 1640/1 63-19-0 (0 —11- 0 ) 1 MiK 2 , 刷屯讥1 0
R. D. Cfediton 1643 63-14-0 0 2 - 7 -0 1 _  1 0
R:R. Swimbridge 1644 1 3 7 1 1 0 4 - 0 - 0 0 5 . 剪毛鋏2 5 ~ 0 - 0
R.C. Tavistock 1644/5 205-8 -0 10-0 -0 0 2 95 0 0
T. P. Barnstaple 1646 3 2 -1 -0 2 - 3 - 0 1 0 0 -0 4 獠辁器1 0
G.G. Cornwood 1647 11-12-0 0 0 ■ 2 10-16-0
J. D. Pilton 1647 16-8 -0 7 -10-0 0 1 整好.器1 , 卿 2 0
J. K. Crediton 1648 14816-0 (46 —  15— 0 ) 複数 絲糸扑1 1 1 -1 2 0
J. L. Wolborough 1648 60~ 6 - 0 0 0 1 卿 3 , 览経器1 0
J. B. Crediton 1648 . 10~ 6 ™ 0 0 0 2 0
M. D. Buckfastleigh 1649 6 7 - 3 - 0 5 0 0 2 0

([1:ノ Devon inventories of the Sixteenth and Seventeenth Centuries ( Devon and Cornwall Record Society, N. S., Vol 
11,1966), PP. 3 -106よ丨)fV•成。尚企額は，£ -s. d• を示す。

も 1 6 世紀中期にロンドンに未仕上白地力しジーを送る可能性が生れ，エクセター北部のティヴァ■
トン，クレデイトンあるいは南部のトットンズ等に織元型経営を行なう者があらわれ，ティヴァト

ンのP e te r  B lu n d e l lのような大規模な織元が周辺農村に問屋制的な支配を広げ，紡毛エ，織布:Cを.
雇用し始めるまでは，デヴォンシャーのカージー工業は，以上のような小生產者による工程間分業

で組織されていたのである。つまり，工程の各段階は，それぞれの工程を荷う独立生産者相互の現

金ないし信用取引_ 係で結びつけられ，羊毛から未仕上白地力一ジーが商人の手に流れ込むまで，

「多数の独立生産者のネット • ワークj で組織されたものであった。このことは，第 n 表に示した(106) ,
デヴォンシャマ各地の織布工程を荷う者の遺産S 録からもうかがえるところであって，大規模な問; 
屋織元型の経営形態を•もつ者は少なく，’また逆に問屋制的な支配の下にある織布エも見当らない。 

デヴォンシャー各地に広く分布していた多数の都邑は，各工程を荷う独立生産渚を繫ぐ現実的な場: 
としての機能を持っていたが，就中，エクセターは， その周辺農村のみならずデヴォンシャー各地 

の生産者，商人を結びつける場であった。前述したように，ニ ク セ タ一市内に16世紀末期までに設 

立された羊毛, 織糸，未仕上白地カージーのそれぞれ別個の公設市場の存在は, このことを如_ に示 

しているのであって，これらの公設市場こそ, 舉に市内の毛織物工業関係者のためのみならず，広

注 (104) M. Dunsford, op* cit-, pp. 346-349, -
( 1 0 5 )デヴォンシャーにおける毛織物工業組織のこうした工程間分業という特質は，かなり遅くまで存続したらしく，例え 

ば，1630^-当時も，工程問分衆をはっきり示す史料がある，Thomag Westcote： A View of Dovonshiro in MDC 
XXX, with d  Pedigree of Most of its Gentry, ed. by Rev. G. Oliver, Exeter, 1845, p. 6 1 .また 1698年の一旅行 

渚の旅行記にも* 同様の工程間分業を思わせる記述があるe C. Morris, The Journeys of Celia Fiennea, Lond., 1949, 
p. 246.

(106) W.T, MacCaffray, op, o it , p. 161,
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近世イングランドの都市工業

くデヴォンシヤー• カージー工業の工程間分業を繫ぐいわば節としての機能を果していたのである。 

デヴォンシヤー毛織物工業の特賛で毛る工程間分業の結び目であり， しかも集荷.仕上の中心地で 

あったエク七タ一市では，毛織物工業の生産と流通は，具体的にはどのょうな形で組織され，生廒 

者および商人はどのような経営形態をもってレたのか。以下この点につ い て み て み よ ぅ .
幸いにして市内の毛織物工業関係者につ い て は ， その経営形態，，商 人 と の 関 係 を 探 り う る 好 個 の ■ 

史料どして，ニクセター市立図書館が1 6世紀末期から1 7世紀末期までの総数約20 0名の市民の遗 

產目録のマニュスクリズは所蔵してぉ ,り,このうち毛織物工業関係若おょび商人の遺產ほ録は，

ほぼ解読しえたので，これを史料として用いつつ，市内の商工業組織をみてみょう。 先ず，市内の 

■ 織布エについては，飨m表に示したょうに , 6 例しか挙げえないが，1 6 1 0年の W illiam Reade 0^
餱物織亦業者，所有織機数7 台)， 1 6 1 2年 の Robert Sparke (所有織機数計10台）を除いて，所右織機 

数，遺産総額からみて，大規模な織布作業場を経営するょうな織布業者が存在したとは思われない 

し，農村の紡毛エあるいは織布エの手許にある原料，製品が見当たらないところからみても，農村 

の紡毛エ，織布エを問屋制的に支配する織元型の経営を行なう者がいたとも思われない。ほとんど  

が羊毛，織糸，製品の在庫をもっていることから，恐らく，彼等は独立の織布エであり，この点に 

関する限り，前掲第！！表の農村の織布エと何等変わるところがないょうに思われる。しかしながら :
1608 年の Richard Pnston の債権中には縮絨代金（Item from Thomas Sinyth of Totnes for pressinge 
of two serges, & bucker and for the same 2 s . 2 d d  があり，ま た 1612 年の Roberte Sparke のように,
工具として縮減エか用いる庄縮器（press)を所有しあるいは市有の縮絨水車の持分（1 Newe Mille wch■ 
they，saie coste m makinge £ 9 7s. and Id to be leste—あるいはlente か？一to the Citie in the same price 
w i t t  firste Cost(も)をもつ者もあり， その経営中，仕上の比重を高めつつあった者がいる点注沿に 

値する。後述するょうに, 既 に I6 世紀中期以穌には織布エ程は農村に移動しており，市内の織布 

エの数も減少し，エクセター市内での織布は，一部少数の大規模な織布業者のそれを除いて，さほ 

どの重要性をもたなくなって来るのである。次に縮絨エについてはどうであろうか。第！v 表の縮絨 

[ エの遺產総額からみる限り，縮絨エは，市内の手工業者のうちヤは,経済的には最も有力な階層で 

あると考えられる。 1 1 例のうち，自身で縮絨用水車の使用権をもつ若は， 2 例のみであっブ 

I 他は縮絨用の固宠設備としては, 年 縮 器 （prd ss),張布枠等をもっのみである。 工具中に剪毛鋏

0 7)-NmXf ^ 9 ^ ty-  C' M<)» Exet„er City Library, Exeter City Archives, Orphans* Court Inventor^

乾フV< . ，ハエf セターに設立された孤•妃後兒裁判所（the Court o_f Orphtms}に則Uされたもので▲る麵こ们
l hl ， 铲づ  Orphans Hoker, Description, Pt. I I , 1919. pp. 435-9. W； G Hoskins, <T?e EU；l b o u 2

Jn 9  Devon by W* G‘ Hoakins, Newton Abbot, 1966, p. 82.通常の Probate Inventories
女f i t f " く 5 の® 费か▲ リ丨退した後の迪逾目鉍が多いが，このエクセターの造產f丨録は，社年期に死亡丨^ h X t 経営形態の検出には，ょり好都合であろぅ。 社 I則に紅しん(108) E.C.M. Orphans Court, Inventory No. 98.

(109) H0*M. 0rphans# Court, Inventory No. 113.(110) J‘ Youings, op. cit., p; 67*
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近世イングランドの都市工業

(fuller’s sh ears),剪毛台等が多くみられることおよび職業として剪断エ（shearer) を名のる者が皆無

であることからみて，既 に I6 世紀には，縮絨エは，縮絨のみならず剪毛工程をも吸収していたこ

とが判明する。従って，市内において行なわれる染色以外の仕上は，これら縮絨エが総て荷ってい

たのである。1 1 例の输械エのうち，1597 年わ .ヤ11011^]\^1*1711は，縮絨用の工具を欠き，代って

高額の毛織物，その他の在庫を所有し，複数の縮絨用水班をリースし，加えて縮絨エ（マニュスクリ

プトにtOcker，tucker, fu ller等のように債務者の職業が明記してあるもtp 3 名）に対して債権をもってい

る等々のことから考えて，恐らく，この時期には，かつて従事していた縮娀工程に直接携わること

をやめ，流通部門に進出しており，他の商人と同様，縮絨水卑あるいは仕上原料の供給を通じて，

仕上工程を支配していると考えるべきであろう。製品，原料欄中にある「縮絨エの手許にあるカ ー

シーおよびラセット？ J (woollen clothe in the Tuckers handes. Imprimus 23 kersies at 2 2 s - 25-6-0,
Item 204 yardes o f 〔解読不能〕ssetts at 2 0 d -17-6-0, suma 42-6-0)がこのことを示している。尚，縮(111)
絨エの債権の大部分は，商人に対する加工賃の売掛金であろう。• 縮絨エの収入の大部分は，こO 商 

人からの縮械代金であるが，染色された毛織物を在庫とし弋所有している縮絨エが数名いることか 

らみて，自身の資力で未仕上白地力一ジーを購入し，これを染色業者に染色させ，販売する縮絨エ 

もいたことが，かがわれる。 ■
さて，仕上の最終工程である染色については，ェクセター市立図書館所蔵のマニュスクリブトに 

は，染色業者のものは1 例しかなく，これをもって，ェク七ターの総ての染色業者の規模，経営を 

おしはかることは不可能であるが， 1 つの例を示すものとして，以下染色業者リチャード.ゥィリ 

スの遺産目録を挙げておこう„
Richard W illis, dyer, (1593) (Exiland in the Countie of the Citty of Exeter)

■ ' ■ (U2)
Item I

s . "(ホール，食糧貯蔵室上の部屋，合所等々にあるもの，衣類，家具，貴金厲，その他）

計 1 2 6 -1 9 -1
(計量用评一2 standards, one greatt standard, ffyn6 lyttle standards,染色用大桶一an 
olde vate not fynyshed,そめ他） ■.

it|" 4— 11—0
染色場にあるもの（In the dye house)

注（111) E.C.M. Orphans* Court, Inventory No. 63.
(112) E.C.M. OrphanB* Court, Inventory No. 55, Item I and I I .尚，このほか染色業洛の遗産fj録としては Oipliana* 

C ourtのものではないが，Devon Record Office所蔵のStephen Austyns (1641年），のものがある。しかしStephen’ 
A u styn sは，そ逍產総額 (31-6-8)からみて, 小規模な染笆エであり，より释^ の大きな染色《業者に屈用されているも 

のと思われる，この Stephen Austyns の逍產 0 録につV、ては，D. Portnian； Exeter Houses, 1400-1700, Exeter, 1966, 
pp. 115-6. Dovou Inventories of the Sixteenth and Seventeenth Centuries, p. 60 .を参照のこと,.

49(131)

^ ^ 球物縱5̂ 麻̂嫩麟ガ游狄̂ ^纖2?̂ ?̂喊^̂»1̂縱細微鄉酿微鎊浪微紙_ 规_ 線藤纖辦爾鱗娜縱̂ ^微输參ジィv ,、‘ »•そ*:、• -Ur•…MI■教猶̂ ^ ^



近世イングランドの都市工業

か 3 (3 ffurnases) •
染色用大桶3 (3 old vates)
:鈴製水瓶 2 (2 Cesternes of leade)
重量?の乾燥用木枠(a beame & stoles \y% one hundred &C解読不能〕in wey^hts)

住笔付属庭地fcあるもの（In the Courtilage)
架色用？ （ten weeds for dyers)
大青 （in oode)
豚 7 頭 (7 pigges)
伺上住宅付厲庭地の借地権(the leasse of the same courtilage)

耕地にあるもの （In the IFeylds)
傩 牛 ？ 4 頭 （4 t[k?j yne)
氣及馬具付 :ic 勢 瑪 1 , 雌 馬 1 (1 gelding & one marc w th they re packe 

•Saddells &  ffurniture)

商 品 （Wares)
大青1 ドン？ （one tonne & 〔解読不能〕of Oade)
重 量 6 3 クオート . 1 7 ポンドのケイン産？大 靑 （切 qate & 17lb weight 

of cane Ode)
染料用白粘土 200 (200 weight of Argali)
あかね染料109 ポンド（109 pounde weighte of Mader)
明礬126 ポンド（126 pound of. Allom)
シ_3 マック染料 （2 baggs of Shomako)
、ンヨマック染料 2 0 0 クオート 1 0 ポ ン ド （more 200 quart & 10 pound 

of Shomake)
赤色染料すおう4 3 0 クオート11ポ ン ド (430 qrts l l ,b of brasyll)

定期借地権（lease)
エクスランドの土地 （a lease for dyvers yeres yet to come of a tenement 

in Exilando)
張亦枠（a lease of tenter in Exeter wherein Robert Maddyck nowe dwelleth) 
張亦枠（a lease of a tenter in Dartmouth’o)

*-----  50 (132)-------- -

26—13—4
6- 0— 0

10—0 - 0
1—0—0

4 3 -1 3 —4

4—0一0 
2- 0— 0 

2 - 9 - 0  
2—0—0 

10—9—0

9—6一8

6—0—0 
1 5 - 6 - 8

3 5 - 0 —0

2—0一0 
4 — 13—4 

4 一 4 —0 
1—12—0 

5—0一0

1—5—0 
11—5—4 

64一 - 11一 8

4'~ 0 ~ 0  
30—0—0 
30—0 —0

近世イングランドの都市工業

.窓ガラス.（the glasse of all the Wyndowes in his dwellinge house in 
Exilande) 2—10—0 

66- 10-0

力 一 ジ ー 織 1 バ

カ ー ジ ー （kerseys) 
(a ballett of kerseys) 0 - 0

現金および債権(Redye money & detts owynge to the testator) 
.現 金 (in redye money)
死亡後遣言執行人により？されたもの（〔解読不能〕by the Xcetrix syn- 

thence the deathe of the testator)
帳簿上にあらわれた債権(due by severall persons as appeareth by the

testators booke)

151— 0 - 0

145—17—5

291一 0—2
許 587— 9—5

総計 9 3 0 - 1 4 - 6
うち葬式費用，その他の出费および債務（Where of Imprimus for fu-

neralle- ) f f  500— 5—5 
残額 4 3 0 -  9—1

Item  II

Richard Willes の債権憶え書（A note of Suche debte as yvere dewe 
unto Richard Willes total dew latalie deceassed and not yet receaved as appea)

(縮絨ェ） John Garnett Tucker 0—13—0
(縮絨エ） John Harris Tucker ， 0— 9—4
(仕立業者） Brooke the Taylor 0— 4—4
(縮 絨ェ ） William ^rewer Tucker 
そ の 他

4—19一2 
計 53—10—6 
IS 十 59—16—4

1 6 世紀末期のェクセターには，上に示したように，かなり大規模な染色業者があらわれていた 

.ことがわかろう。債権のうちの大部分は，恐らく商人に対する染色代金であろうと思われるし，離1 
絨エに対する债拖は，縮絨エが白地のカージーを買取り， これをRichard W i l l i s に染色させた丨辟 

の染色代金であろう。またカージーをS 2 3 分所有しているから，彼自身も•染色した毛織物を販売 

しており，流通部門への関わりが深かったものと思われる。尚,出狭および債務の大部分を占める 

•のは，恐らく苘人から購入わた媒染剤その他の染色原料の質掛金であろう。

 5 1 (,133s) ------
_ ' y  , ■_ ''八



近世イングラソドの都市工業

‘ 第 V 表 ェ ク セ ダ 一

_ 氏 名 年 国 内 在 席 ‘ m  權 依  務

harry Maunder 1563 カージー， 地力ージ一，相，綠糸，铁. 料̂ ,、 その他

(137—2 -  5)
制  O： ( 0 -  2 — 4 ') 

: f染色龙 れ ( 1 1 - 2 - 9 )  
その他.斤レロナアーを)

：

ihomas しiiappell 1590 M■市，m n > 鈇 2ooポンド，錫，染& * —ジー，その他

( 3 7 5 -4 — 8)
(1311-8-11)

W alter Horsey 1597 Dowlas,Trcgar*サージ，A地およひ•染色カージー333反， 

その他 (924-14-10)
(578—13—U) (*12—8 — 0)

W illiam  Martin Jr* 1601 - (1 5 5 -1 8 -  9) (378- 19一 1 ) (21—3 — 7)
W illiam  T ottell 1609 明¥如03クウォー夕一，染fc織糸，そ の 他 （100— 5 — 6 ) (296-  2 - 1 6 ) ' ( 1 6 2 - 9 - 1 )
John Webber 1610 々—ジー，Dowlis Tregar その他 <251—9 — 9 ) ■(245ニ 6ー 0 ) (180—0 — 0)

"Thomas. Morridge 1617 鈦，カステリア浼本で，-人f t , そ の 他 （450—川一6) 獄 金 (1 1 2 -1 .-8 )  
ブドー ifi'ft 金 (1 2 - 1 3 - 0 )  
—毛代企- (9 9 ^ 1 - 0 )

: —

Robert Pawling 1621 帆布，フ7 スチアン，綠セイ，染色織糸，明沿，ソ一ダ， 

その他 （126—14—1)
I f r t M l I - ( 1 .一 1 一 7 ) 
ホ：'CifS人 （1—■ .5.—. 0 ) 
T. R,の利丨VにあるA Vr 

' (2卜  0 —0)  
.そ—の他:計（197 —17— 2 )

Thomas Amye 1623 サージ，染feベイ，カーン™ ,ダズン，染色々一ジー，. ア- 
イルランド幟糸， 火青，羊 毛 丨 そ の 他 （1200 — 14—4,)!

，染色齡れの乎3ヤにあ.る屯 

織 物 （36 — 0 — 0 ) 
啡色黎名- ( 1 0 - 0 - 0 )  
その他 Ji.(3623 —13 — 3)

Roger Webber 1626 ホントスホーテ製品, 油• そ の 他 （181—8 —6 )
力一ジ^•及サ一ジの拙?戎 

代傘(4 一 4—0) その他

John Lavellis 1626 ?• 織 布 エ ( 9 - 8 - 6 )  
その他.計(301二10—10)

, (117—19—0)

John Jurdain 1629 t3地，染色サージ，力一ジー，糍糸，火许，ホントスホー 

テ契品，ソーダ，机亦，i f } ,そ.の他 r  ? )'
口..ンドク代理人，その他

(2958-16-4)
Hugh Braggo 1634 屯铬物， 下，机亦| 火许 （337—9 - 0 ) (380-  0 —0 ) i (267— 0 — 0)

John Pymiy 1638 広幅招:，スペイン綠| 染色々一ジー，染&サージ, ベイ, 
Ponningston,その他 (1018-18™ 8小

(1813^10-10) ロンドン*ドレイパ一，

エクセター商人，マンチ 

エスター商人，m i c , そ 

の 他 (2328-19-4)
W illiam  Newcombs ?

1603?

?• ロンドン• ドレイパ一,
そ の 他 （551—12—8 )

David Bagwill
桃が，フラ、ノス逆;丫亦，大许714ポン1•♦，その他（1S5-5—0 ) : (230— 6 — 2  ) (777—4 — 8 )

rVillyam Spicer 1604 カージー，奶，その他 (6 7 5 -12 -5 ) ( 9 0 2 ~  5 — 2 )
.

(l44~"l8~* 0 )

幻~ 一  52 (J3 づ )

酬 酬 酬 li i i i ro w im m iiM W H ia s w

り .劣 汉 ひ 没 み 祝 友 ' ^ ^ 式 ？ 成 Y 7 ? . て̂ •じ て W 押 :^ ; ^ — y p … ^ . 觸 珊 湖 ^ ^ 明 ^ ^ ^ ^ 甽 調 资 請 丨 們 竹 珊 靡

»
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近世イソグランドの都市工業

• i街人め遗迤目録

海 外 ‘資 産 及 侦 m  - ■* le a s e 現 金 その他 遗產総額 史 料

ね舶抟分备( 8 - 0 - 0  ) ( 9 9 - 1 8 - 1 ) ( 9 8 - 1 7 - 2 ) 557— 2 - 1 K* C« M* Orphans* 
Court Inventory

» 土地，その'他

( 1 3 0 - 0 - 0 )
(1366-7 -6 ) (38-18-11) 3225—0 — 0 No. 43

•
. (250 -  0 -  0 ) (764-11 -  9) (109-13 8) 2 6 2 7 - 1 4 - 2 N ^ ? l

• .  . . . . . 土.地 ( 1 5 - 1 8 - 2 ) (24 — 7 -1 0 ) (108—9 — 9) 6 8 3 - 1 3 - 7 No. 79
家屈，その他（12—5—4) ( 0 —13—4 ) ( 6 2 - 1 1 - 8 ) 309—10—1 No.101

Morles (仏)め商品 (93—11—8 ) 
RocheH (仏）の商品 (96— 0 — 0 )

象 K  ( 1 0 3 - 0 - 0 ) (1 L -1 0 -  0 ) ( 2 2 5 - 7 - 4 ) 816— 4 — 9 . Ko.10*

Rochell(仏）の商品 , ( 7 — 0 — 0 ) 
MorUs (仏）の商品 （51 — 15—5 〉 

St.MicKel(仏）の商品 (431—.9 ー-10) 
St.Sebaslian (スペイン）の 商 品 （478—12— 0 )  
St.Lucas (スペイン）のカ^•ジ ー （1189 —18—7 ) 
海外憤丨S ( 1 1 9 - 3 - 3 )  

g|- (2348^19- 0 )

ダム（weir)
(240- 0 -  0 )

(921-5  — 3) (1021-11-7) 5206— 2 — 4 N o.127

船 蘭 分 +  ( 5 0 - 0 - 0 ) (16— 5 ~  6 ) (5 3 - 1 5 -  2 ) 282- 9 — 6 N o.138

ROAM(仏）の大青 _ ( 6 9 - 1 6 - 0 )  
.St.Lucas•(スペイン）における« 描 . (  ̂ )

(329— 0 — 4) 5223— 4 - 1 Mo.143

( 3 9 - 1 9 - 4 ) 980—13— I N o .107

ノ . 2 9 9 -1 3 -  2 No. ir»9

St.Malo(仏)の商品 （60—0 — 0) (4877-10 -  0) 7197—9 — 2 No.173

St.Micheli (仏)の商品 （40— 0 - 0 )  
S^.Malles ( 仏)の依根 (53— 0 — 0 )

(30 0 -  0 ) ( ? ) 555 — 9 - 0 N o .183

• ； 1

(210-12-6) ( ? ) 714- 2 — 8 K o .189 .

(823- 0 -  0 ) ( 1 0 0 - 0 - 0 ) ( ? ) 2173-18-  6 No. 295

土 地 ( 2 3 - 2 - 9 ) (22 - 14 — 10) (152—15 — 4) 585— 4 ~~ 1 No. m

ソランス各地の染feおJ;び内地カージー，.その他 

(209-  5 -  9)
--------- 1.  — J ■_.■■«.,■ . . . . . . . . w  ■ !.*■»>, i.. .<■ -  — 烏 ........... ...

(1975 — 11-4) 3822 — 14— 8

_  ____________  ニし■■

Kxeter Houses, 
1400-1700tL\ Portraan,
pp.101—110

— — 5 3 ( 1 3 5 ) 一一-

、, 、ビ1-かぐムみ輿街惑?键徵裔錄麥游錄發叙教凝费簿搞资寿®紹辩為装藉孩だ起ぎ教說鍊傲與德免汝容箱̂



近世イングランドの都市T 業

成後に，今までみて来た織布:]:，縮城エ，純業若と商人との関係をみてみょう.。第 讀 の 商 人  

の遺産_ からわかる通り，エクセタ- の商人は，前述のように，縮絨エ，染色業者の原料（大青 

あかね, 纖 ソ - ダ等）の供給を- 手に握り，あるいは，1 6 1 7 年 の Thomag M o r r id g eのように縮 ‘ 
械 水 軸 ダ ム （响等の仕上固定設備を押えている。また， その海外資産おょび難欄から商 

人の主耍な市場がフランス，スペインであったこと，就中，フランスは単に毛織物の主要な輸出市r 
場であったのみならず，媒染剤の大青あるいは棚物の拙包用の帆布 (canyas doth)の輸入市場と 

してもJ6要な意味をもっていたことがわかろう。商人の論の多くは , 縮絨エあるいは染色業者の， 

加工賃であろうと思われる。尚，1 617年 の Thomas Morridge, 1 6 2 3年 の Thomas A m y eの国内 

在庫欄が示すように， 1 7 世紀初頭にはコス卜低下のために価格の低い原料であるスペイン産羊毛 

もるいは労働コストも極めて低かったアイルランドからの織糸の導 人 が あ っ た こと， 鹏 年 の  

Roger Webber, 1629年のJohn Jurdainの国内在庫が示すように， この時代からエクセターの毛. 
織物に大きな比般占め始めるサージの原型ともいうべきサイ織がホントスホーテから輸入されて 

I るしと， 1629年 の John Jurdain, William Newcombeにみられるょうに， 1630年代雛から  

エクセタ- は再びロンドンとの関係を深めつつあること（エクセダ一の市場の転換は他のイングランド 

毛織物とは逆にW 世紀初頭までは南欧市場，以後は北欧市場のドイツ，低地地方であり，従って北欧市場へ. 
の転換力始まると卩ノ卜ノとの関德か深まらさるをえない)，更に商人あるいは前掲の毛織物工業関係者の 

知権 ’ k 務 か ら 用 取 引 関 係 （帳簿上の相殺勘矩- book account, by bookのみならず，手形- b illの麵が 

成く行き渡ってい(故が広範に励していたこと等々の興味深い動向を商人の遺産目録は伝えている。, 
以上みて来た毛織物工業関係者おょび商人の遺産目録から明らかなょうに，デヴ才ソシ十一各地 

で生産され，各地の商人にょってエクセタ- の公設市場に持込まれた未仕上白地カージーは，大部 

分はエクセタ- の輸_ • 人にょって獻され，商人はこれを先ず臓エに加靖を支払って縮誠 . 
仕上させ，次いで染色業者に同じく加工賃を支払って染黯)せ，完成品をフランス，スペイン，ポ 

ルトカル，イタリア，レヴァ、ぐ116ト)等の麵市場に輸出するのである。公設市場に集荷された未仕上 

白地力- ジ- の- 部は，市内の縮域エあるいは染色懸にょって購入され，仕上，染色後，彼等に 

ょって販売されたであろう。但丄， 1 6世紀の段階では，- 部を除いて，縮絨エが自己勘定で仕上.. 
染色カ - ノ- を輸出することは稀であった。—方，市内の織布エは，公設市場で織糸を購入し，こ 

れを織布し，商人に売却するかあるいは商人を経ずに縮線I または染色業者に売却したのである。

注（113) W.B. Stephens, Seventeenth Century Exeter, pp. 27-8.
a U \ n ^ y l 3o  T y f Z  ^ 7 7  の赚中に占める  b i l 1 の比■ 極めて高い。E.C.M. Orphans* Court,.

Inventory,' No. 135* ^  獅 + の総 !t し James Murche のそれも同様である。E.C.M. Orphans* Court,.

P P .  7 8 - 9 . a n  n _  A g e n t  l n  T u r k ° y - 騰 -咫  o r  m  T u d o r  E c o n o m i c  D o c u m e n t s ,  V o l . 1 1 “
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lieatrix F. Cressweil, op. c it , p. 46. J . \oumgs* op. cit» p. 2d. 
J. Youings, op. cit.，p. 64.
Ibid*, p. 66.
Ibid, p* 66,.,：
Ibid*! p. 76.

W 3 7 )

前述したように，一部の織布業老は，仕上工程を包摂し始めていたから,彼等は自己勘定で仕上す 

ることもあったと思われる。しかし，大部分の織布ェは完成品を販売することは少なかったであろ:
. う。縮絨ェ，染色業者は， 1 6 世紀中期以降，周辺農村で抬頭して来た農村織元の未仕上白地カー 

ジーをも仕上，染色したものと思われる。 結局， 1 6 世紀のェクセター市内の毛織物工業関係者の 

主力は，縮絨ェ，染色業者等の仕上に携わるものとなり，仕上工は，前述した通り，織布ェをも含 

めた仕上カンパニ一（The Company of Weaver, Tuckers and Shearmen)に包摂されていたのである。 

1 6 世紀中期の仕上力ンパニ一の正式会員数は9 5 ないし9 6名，1 7世紀初頭には100〜20 0名であり”
ノ (11?) (118)
このうち多数を占めていたのは，勿論縮絨ェであり, 織布ェの数は次第に減少し，しかも力ンパニ

(119)
一に包摂されている織布ェのうちの規模の大きなものは，次第に仕上工程にその経宵の比m を移し

始めたのである。この仕上力ンパニーの構成員は，市内の手工業者のうちでは，経済的にはかなり

上位の階層に属し，商人，その他の流通部門に携わる者をも勘案した場合には，市内における中間

層ともいうべき地位を占めていた。しかも注目すべきことに，この時代の大規模な都市の仕上カン

パニー では一般的であった商人的な側面を強く持つ上層と彼等に問屋制的に支配される仕上工とoy
分解，Livery Companyと Yeoman Companyとの分裂， 利害の対立は，ュクセターの仕上カンバ

ニーにはみられず，仕上工の中には前述のように流通部門に進出する者も目立ち始めたが，カンバ (121)
ニ一内部に商人的仕上業者とその下に経済的に従属する仕上工との決定的な分裂は生まれず，菡本 

的には独立の手工業者によって形成される生産者団体としての性格をェクセタ一の仕上力ンパニ一 

は失なわなかった。 従って， 1 6 世紀および 1 7 世紀初頭のェクセターの毛織物工業は，輸出入商： 

人を包摂するェクセター• フランス会社と織布ェ，縮絨エによって構成され，’しかもその内部に著 

しい階層分化のみられない生産者団体としての仕上カンパニー，これに加えて，カンパニーを構成: 
していない染色業者の3 者が対峙し,これらは相互に現金ないし信用関係で結びつけられていると 

I 、う形で組織されていたということができよう。そして，このうち仕上カンパニーは，たえず原料~ 
支配.，仕上固定設備の支配を通じて仕上工を圧迫し続ける商人資本に対する生産者の防波堤として 

の役割を少なからず果したといえよう。

/  V : .

. ィングランド毛織物輪出の大勢となった白地広幅織が，アントワープの陥落に端を発した輸出不 

振に見舞われ，新たな毛織物の導入と新市場の開拓のための苦難の道を步み始めた頃，旧宅織物で
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もりながら，ひとりカージーのみは， 1 6 世紀後半に南欧市場，就中，レヴァント市場への大量の 

細 出 を 享 受 し て 1(5世紀末期までのレヴオント市場は，ヴヱニスから輪出される良質(6毛織 

物とイングランドから輸出される粗質のカージーによって完全に押えら扣^ しかも，レヴァント市 

場へのカージー輸出は，イングランドからの直接輸出のみならず，当時まだレヴァント贸易の拠点 

であり，レヴァント市場に対しては，イングランドの粗質毛織物カージーとは競合関係をもたない 

良質の毛織物を輸出していたヴヱニスからの苒輸出という形でも行^;われたのであつ た。 しかしな 

がら，1 6世紀末期から1 7 世紀初頭には，イングランドめ良質の広幅毛織物が，コスト)高に悩むヴ 

ェュ(ゐ)の良質の毛織物をよく押克，レヴァント市場への輸出を次第に増加させえたのに対して，.イ 

ングランドの粗質毛織物力一ジーは，レヴァント地方土肴の粗質毛織物（padded cottons)の抬頭に 

直面し^ ^ )輸出の大幅な減少に見舞われることになるのである。他方，既にこの時期には，ストラ 

スブルダ，アウダスブルダ，ウルム等のドイツ諸地方，アミアン，ピカルディ，ボーヴェ，ノルマ 

ンディ等のフランス諸地方，北部低地地方，南部低地地方, ワロン地方等々は，以前の衰退から立 

直り1 .その性質上力一ジーと兀全に競合し，コスト面では明らかに有利なサイ，サージ，.新種ウス 

テッドエ業を定着させ，これらの新種毛織物を続々と南欧市場に送り始め，旧毛織物のカージーと 

燉烈な競争を展開し始めていた。また，イングランド国内においても， 1 6 世紀半ばの旧ウーステ 

ッドの輸出不振に直面していちはやく新種毛織物に転換したノリッデ市がノ セイ，べイ， Norwich ,, 

S t u f f等を南欧市場に送り气洽ダフランドルのホントスホーテもまた1 5 7 8年に危機に直而したと 

はいえ, その後 B 8 3 年以降，輸出不振から回復し，西びそのサイを南欧市場に大量に輸出し始め 

イングランドのカージーは，南欧市場において，童大な危機にさらされることになった。就中，ェ 

クセターのカージー輪出にとつて痛手であったのは，ェクセターの輸出の主要な市場,.フランスに 

おいて， 1 6 世紀中期以降， ホントスホーテのサイを導入，定着し始める場所が多くあらわれ，囟
•-----------------------------------   - (130)
辻（122) R. Davies, influences de ^Angleterre sur le decline de Yenise au XVIIeme si知le”，Aspetti e cause della 

decadenza economica Veneziana nel secolo XVII, Venezia-Roma, 1961, p. 201 ,G. D‘ Ramsay, English Overseas 
Trade during the Centuries of Emergence, Studies in some Modern Origins of the English-Speaking World, 
Lond” 1957. p. 4 0 .殊にュクセターの場合には’ L evan t市場が，錫を大量に輪入したこともあって，ェクセター経由’
のカーン一の輪出は，この時期に大いに伸長した。G.D. Ramsey, op. cit., p. 40.

<123) R. Davies，op. cit., pp, 202-3■軸 ，武氓，「近代英国の起源」，京都，1966, 1 9 4莨参照のこと。 -
(124) D, Sella, ‘The Rise and Fall of the Venetian Woollen Industry* in Crisis and Change in the Venetian Economy 

in the Sixteenth and Seventeenth Centuriea ed. by Brian Pullan. (Debates in Economic History ed. by P 
Mathias), Lond., 1958, p. 124. '

(125) R. Davies, 'England in the Mediterranean, 1570-1670* in Essays in the Economic and Social History of Tudor 
and Stuart England in Honour of R. H. Tawney ed. by P. J. Fisher, Camb., 1961. p. 124.

(126) D( Sella, op. cit., p. 119,
(127) E, Cooernaert, La draperie-sayettei-ie, p. 25.
<128)拙稿，rテューダー*スチュワート朝の删礙济ーノリッデ市における斩循毛織物工業一ル三ぼ丨学会雑認，m 62雄 10,11合併号，101-3 h 参照のこと。

(129) B. Cooernaert, La draperie-sayetterie, p. 47.
<130) えば，ア ア々ンのサイ；L 菜については，B, Maugis, "La Baietrie k AmienB, 1480-1587,,> Viorteljaht-achrift fur

Social‘und Wirtschaftegechichte, V Band, 1907, bs. 6 6 ,102. -
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国市場に新種宅織物を供給し，統治機構もまた自国の新種毛織物工業を保護育成するため，ィング

ランドの力一ジー輸入に対して高率の閨税を,かけ始めたことであった。エクセタ一のカージーは
• (131) , ’

他の南欧市場におけるヨーロッパ各地の新種毛織物との競争に加えて，主要な市場であるフランス
(132)

からも排除されつつあったのである。

1580年後半から1590年代にかけてエクセターをおそったカージーの輸出不振が，かなり深刻な 

ものであり，これに対して立クセターの輸出商人が，積極的に不況打開策をこうじたことは，エク 

セター . フランス会社の役員会の議事録から明らかである。輸出不振を，最初に，しがも直接に経 

験する位置にあるのが輸出商人であることを考えれば，多くの場所において，不況打開策が都市商 

人のイニシァティヴで行なわれ，旧来の毛織物のコスト低下策や新たな毛織物の導入と定着等，総 

じて経済構造の転換といわれるものの端緒が都市から始まり，次第に農村に伝播するのも蓋し当然 

のことであるといえH 力一ジーの原料コスト，労賃コストの低下，規格の再検討から始まって， 

中国，インド， ヴアジニア，Gurnsey*. Jersey諸島等の新市場開拓め試み，あるいはスペイン織，
， （136)
ベイ等の新種毛織物の導入に至るまで，総てこうした不況打開策は， 15如年代にヱクセターの輸 

出商人によって行なわれたものであった。しかしながら，こうした商人のイニシァティヴによる力 

一ジー輸出の不振の打開策は’，市内の生産者団体，仕上カンパニーの抵抗に出会い，そO実を充分 

あげることはできなかったのである。就中，力“ジーの生産費中高い比率を占める仕上コストを可 

能な限り低く押えるため，商人が, 仕上部門に携わる生産者の数を増加させ，競争原理を導入し， 

従って，ギルドを打破し，加工賃の低下を因ったのに対して，仕上カシパニーは，カンパニーに入 

会する会員の入会金を逆に釣り上げて会員数を制限し，仕上力ンパニーによる仕上の独占を図った 

のみならず，1592年には， 縮絨代金の最低価格を決宠し，会員がそれ以下の加工賃を取ることを 

禁止する4 とで対抗し為。力ンパニーへの入会制限あるいは最低加工賃の決定等にみられる生産者 

同体，仕上力ンパニーの閉鎖性あるいは独占化傾向を懐柔するべく， 輸出商人は，市会を動かして， 

1 5 世紀以来未承認のままであった仕上カシパニ一を遂に1602年に承認きせ， これを機会に，従 

来不明確であった仕上カンパs — の権限を明確：(匕し，その権限の一部を制限しようとしたのである。
. „  '  _  (140)

. / i  ( 1 3 1 ) W.  Cotton，An Elizabethan Guild, p p ,134-6.
( 1 3 2 ) イタリア市場へのホントスホーテのサイの輸出ついては，B. Cooernaert, La draperio-sayetterie, pp. 252-3.
( 1 3 3 ) 尚* この不況打_ 策がノリシデ市においても商人のイニシアティヴによって行なわれたことについては，米ガ丨仰一， 

『ノーフォークのウステッド工業史⑵ゎ一橋論叢• 第66巻第1 号，43頁参照のこと#
(134) J. Youings, op: cit” p. 42.
(135) W, Cotton, An Elizabethan Guild, pp. 131-2.
(136) Ibid., pp, 85,126, 137.
(137) 1592- 3 印に不況に砬而したエクセター商人が• 手工業渚に対してもった不満については, The Staiutes of the 

Realm, V ol.IV . Pt. II, 35 Eliz. c . 10, An Acte to reforme Abuses in Clothes Clothior, Merchants and Chapman 
of your Countie of Devon and the Counties adjoyinge, pp- 858-86G.

(138) J, Youings, op. cit” pp. 41-2. 
i(139) Beatrix F, Cress\Vell, op, c it, p. 64.
'(140) J. Youings, op. cit” p. 45.
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殊に，カージーのコスト低下策の隘路であった仕上カンパニ一による会員数の制限に対しては，市 

長に仕上力ンパニーの入会金額の決定権を握らせること’によって，力ンパニーの競争制限と独占化 

の傾向を押えi うとしたのである。

さて，最後に，デヴォンシャ一における旧毛織物から新種毛織物への転換と都市ニクセターの勋-
向について極く簡単にふれておこう。旧毛織物であるカージーのコスト低下と従来のカージーの輸.
出市場に代る新市場の開拓を中心とするニクセター商人の不況打開策は， 次いで， 1 ? 世紀初頭に

は’ 新種毛織物，スペィ 'で 暑 サ - ジ，パペチュアナ (p erp etu an a)のエクセタ-周辺農村べの導人

となってあらわ令4f)。スベイン織は，イングランド西部の広幅織地方の不況打開策として，ウィル

トノャ一，クロスターシャ一地方を中心に生産され始めたものであり，いわば国内他地方からの導

八であるが，商人によるエクセター後背地への新種毛織物，就中，サージの導入を促がしたのけ

エクセターの主要な市場であるブランスにおける需要の変化一 一 ホントスホ— テのサイを模倣した

ナジ工業かフランス各地に定着し，需要か旧毛織カージーから新猶毛織物サージに代り始めたこ

と~~■である。つまり，デヴォン、ンャー毛織物の輸出の飛躍の第2 期 （IS世紀末期から16世紀前半）

と同じく，常にフランス市場と接触を保っていた輸出商人のイニシアティヴによってフ ラ ンス経由

でサ- ンはュクセタ- 後背地に導人されたので於)。ュクセタ-にぉける丨日毛織物から新種毛織物

への車A換ば，旧毛織物でもるカ- ジ- の特殊性（旧毛織物の中では粗質，安伽な大衆消費品であり，しが

も軽い毛織物であって新種毛織物類似のものであったこと，従ってサージ，パべチパ,ナ等への転換に際しても

新しい技術の移入を必要としなか減;)）故に，比較的容易に行なわれ，広幅毛織物生産地が経驗したほ

どの混乱を呼び起すことなく，いわばなし崩しの形で行なわれたのであった。従って ,少なぐとも

1 7 世紀中期に至るまでは市場もまた従来通りフランスを中心とする南欧市場であり, 旧毛織物で

ある力…ン- も，完全に放棄されたわけではなく，エ ク セ タ ー の 1 7 世紀初頭以降の毛織物輸出は， 

注（141) Ibid,, pp. 46-7.
(142) W.B. Stephens, Seventeenth Century Exeter pp. 2Q-32
(143) w .a  Hoskins，Devon，p. 127. 尚，■:c•クセターにお分る新種-毛織物への転換については,武村洋子パ十七世紀エクセ 

m ハタ: Lこt ける細織物工業の麵と舰酸の転換』，松阪女子短期大学「論 锻 第 5 号，1968, 9 - 1 6 頁参照のこと。

} , ： &U；f G，C0Inmercial Cri8ls and Ch_  in England, 1600-1642. (Cambridge Studies in Economic History ed. by M.M. Postan, Camb., 1964), pp. 149-152. ウィルトシャ- におけるスペイン織については，坂 郑 清 『近

世ウィルトシャ- における毛織物工業』，土地制度史学，第50号，1971> 5 3 - 5 6 H M
(145).  サージは，よこ糸のみにサィ職糸を肌、るもので 

otte 2 2 7 17世紀初城には，両者は泡同して川いられるようになった。E. Cooernaert, La draporio-

(146)NoDf  • 1 = 麵 “ 8如 — and itS Difl，USi0n： the *New Dmp— 3” ，. Econ. Hist. Rev., 2nd ser., Vol. XVII,

_ る 之 従 3! の臨時税 (Subaidy)以外に，顧 年 に , 新 た に ,■ 物 瞻 に よ  
ご 税 ， た ， 腿 Com- p. 46. また細については，17|1上紀初頭には，カ- ジ- がかなりの比■占 

广)，スフMンソ顺へ輪出されている。 R- Walter and H.N.W. Toms, "An Exeter Merchant in Spain” Devon and Cてnmill Notes and Oueries, Vol. XXX, Pt. 9.1967, p. 2 41 .1 7做紀中期までにエクセタ一から输れん嗜ば，抱

織1 の割合に^ 、ては，W. B. Stephens “The Cloth ExporU, of the Provincial Porte, 1 6 ^ 0 ^  liT o ! 
H ，St- KCV” _  隐 ，佩  X X I 1，No. 2 , 1 9 6 9 ,  p . 鳩 ，App. A ,  pp. 245-6 ,  App. B, p. 246. ^ 照ぶこ  ^
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近世イングランドの都市工業

15 63年から 16 06年は，イソグランドの経済構造転換の商業面での苦悩時代である。しかし大略

こ の 4 0 年は，幾多の迂余曲折がありながらも，基本的にはドイツ，オランダ地方への白地広幅毛：

織物輸出というかつてのマーチャント• アドヴ-ンチャラ一ズの黄金時代の体制が貫かれた。そ し ノ

て 1 6 0 6年には，マ一チャント . アドヴェンチャラ一ズの活動も一応，正規のものに復帰した。わ.(154)
れわれにとって特に興味深いのは，むしろ 1606-1620年までの約 1 5 年間である。この間，従来の. _ 
ロンドン—— ドイツ，オランダという体制に大きな亀裂が生じるのである。第一に, マーチャント- 
アドヴ :c ンチャ9  —ズの規制をさけた in ter lop erの活躍であり， 指定市場のみならず，非指定市 

場へも彼等は進出し始める。ここでも注目に値することは，これらのマーチャンド•アドヴェンチ 

ャ ラーズ体制からの脱却の推進者の輸出商品がデヴォソ 、ン ャ一あるいは北洳イングランドの安価な 

粗質仕上染色毛織物だった？• 占である。第 2 に，ロンドンのマーチャント. アドヴx ンチャ.ラ一ズ

の会員の中からも，本部の統制に抵抗し，独自の活動を開始し，指定市場以外の場所に完成品を輸.  ̂ . . . .
出する商人があらわれたことである。第 3 に，より雷要な局面として，ロンドンめ有力商人自身が

注（148) W.B. Stephens, Seventeenth Century Exeter, pp. 27-8.
(149) Ibid., pp. 137-8.
(150) J. Youings, p. 114. . . .
(151) W.G. Hoskina, Industry, Trade and People in Exeter, pp. 39-40.
( 1 5 2 ) 1 7 世 紀 期 以降のェクセターおよび農村の織元の経常形態については，Devon Inventories of the Sixteenth and 

Seventeenth Centuries, pp. 130-1, 1 5 5 -6 ,を参照のこと》. . . . .
(153) A, Friis, op. cit., pp. 74-5.
(154) Ibid., p. 75.
(155) Ibid., pp. 112-3. . ‘
(156) Ibid., p. 76. f . n . .
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旧毛織物と新種毛織物との並存という形で銃けられたのである。サージ工業が工クセターの周辺農(147) ,
村に宠着し，その生産が軌道に乗マた1 7 世紀中期になると，フランス市場は自国産サージによっ.
て占められ，エクセターのサージは，今度は，ォランダ， ドイツに進出し始める。そして市場のォ(148)
ランダ， ドイツへの転換に伴ってエクセターの毛織物輸出を独占していたエクセター • フランス会 

社の独占の意味も次第に薄れ，かつて市内の商業と手工業を分断していた機構が崩れ，これに対応 

して，従来生産者の団# としての基本線を崩さなかった仕上カンパニーの性格も変化し，その内部 

から農村へ問屋制的な支配を広げ，自身で輸出業務に携わるmerchant f u l le rが出現することにな 

る。 こうして, 市民苹命以降の4 世紀間のエクセターのサージ工業の伸長則には，仕上p みならず； 

多くの工程を問屋制的に組織する織元型のserge-makerが市内に輩出し，ここに初めて，都市によ 

る後背地農村工業の直接的な組織化が生れることになる。しかしながら，その時には，彼等の経営: 
形態は，周辺農村あるいは農村都市の織元と何等変わるところがないものとなるのである。

. 結 び に か え て
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近世イングランドの都市工業

市場の転換を聞始せざるを免なかったこと，既に外湛•の権益が存在していた市場へ転換せざ名をえ 

なかったことを举げておかなければならない。つまり，ロンドンのマ—チャント•アドヴ尤ンチャ 

ラ^ ズ自身がフランス市場への介入を図ったのである。 1 6 0 4年のフランス，スペイン，ポルトガ 

ル市場への_ 贸易の制定法は， 紐 年 ， ロンドン商人の庄力によって有名無樊なものとなり 

フ ラ ンス特拖会社が自治体特権を獲得して成立て!)。このよぅなロンドン商人の窮余の一策に対し 

て，外潘，殊に西南ィングランドの諸港の商人は反點，その結果，船こ以前からフランス市場に 

確固'とした地盤をもっており，1558—6 0 年に特権を与えられたエクセターのフランス会社の権益は 

1 6 0 4年の自由貧易制定法からも守られだのみな減，1 6 1 1年のロンドン商人の利益を体現したフ 

ランス特権会社の刺許状も，エクセタ- 商人のフランスにおける拖益を崩ナことはできず，特別除 

外例とせさるをえなかっね）更に，その後，従来のロンドン—低地地方体制から脱却すベぐ，鳩 4 
年の自由質為制定法の存在にもかかわらず，ロソ ドソ商人はへスぺイソ市場の独占齡獲得すべく 

舰密院M 動 き か 兀 来 ，下院とは異なり，ロンドン商人の意を代弁しがちな雛院は，このロ 

ンドン商人の対スペイン貿易独占権を認めんとするが，これに対しても，エクセターを中心とする 

西南イ 'ノクラントの外潘は執拗に抵抗し，少なくとも 1 6 2 0年までは，ロンドン商人の利益にかな 

•う形でのスペイン会社の自治体特権獲得を許さなかった。

より付カ丨丨価値の高い完成品としての新種毛織物をイングランド国内で生産し,これを輸出するた 

めの苦悩は，卩ンK ン の マ - チ ャント •アドヴエンチャラ - ズ の 方 の 試 み に 端 的 に あらわれ 

弋いる。そして，当初から既にその線に沿って着 々 と地歩を築いていたデヴ才ンシ ャ ー け こ の ロ 

ンドン冏人の方向転換と打開の道の前に大きぐ立ちはだかったのである。

これらの事実を考慮する時，デヴォンシャ-の毛織物工業の特殊^ が浮び上って来る。旧毛織物 

カ- ' ノ ー を もって，ロンドンの マ — チ ヤ ン ト • ア ド* ^ ンチヤラ“ズを脅す力をたくわえている 一  

方で， 脱 0 年代を境として， イングランドの他の大方の毛織物とはまさに逆に， ドイツ，低地地 

方へと進出するのであっで，イングランドの毛織物工業の主流からはずれたところで発展していた 

デウォンシャーの毛織物工業は，その発展自体も，またそれがイングランドの経済発展にとっても 

っている意味も，まことに興味深いといゎざるをえない。イングランドの毛織物の主流が，結局の

注（157) Ibid., p. 100,
(158) Select Charters of Trading Companies, pp. 62-78.
(159)NoCâ ndarc0f State Papera, Domefltic Serie8. of the R_  of James I, 1603-1610, repr. 1967, Jac. I, Vol. XLVII,
_  The Statutes of the Realm, Vol.IV, Pt. II, 4 Jac. I. c. 9. An Acto to explaine a former Act nmdo tho laat

^  ^ rHament in_ ed An Act 如如. all his Majesties loving Subjecte of England and Wale, to trade freelie into the Domynions of Spaine Portugale and France, p. 1148.
(161) Select Charters of Trading Companies, p, 77.
(162) Ibid., pp. xxiv-xxv.
<163) A. Friis, op. cit., pp. 169-171.
<!64) Ĝ D. Ramsay, op. cit., p. 133.

m m s m m m

W.G. Hoskins, Devon, p. 126.
例免ぱT ivertonが- V ジを蹲入するのは，1690牟喷である。M, Dunsford, op. cit., p. 201.
この点に関しては，樋ロ做，p前期的資本の範畴転化についてふ來ぬ‘大学経済学研究，纺 3 巻, 72-3H参照のこと> 
D,C. Coleman, op. cit., pp. 421-2.
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近世イングランドの都市工業 

ところ半製品としてしかヨーロッパに進出できず，ヨ 一口、> パに依存する形で伸長せざるをえなか 

• ったのに対して，デヴォンシャーの毛織物は，終始一貫， 完成.品として輸出され， 1 7 世紀中期以 

降には，北部ヨーロッパにさえ進出しえたのであって，この点からみれば，イングランドの毛輪物： 

工業が最終的に行き着いた道を当初から歩んでいたとはいえないであろうか。そして，とうした特 

質をもったデヴォンシャー毛織物工業め中世末期以来の発展を振り返る時，その中で都市ヱクセタ.
一が果して来た役割は，極めて重要'"eあり，次のように一応整理できるであろう。

先ず，デヴォンシャーの毛織物s tm itsが，極く限られた地域的な市場から一歩踏み出して国際: 
市場に向けて輸出された第1 期 （1 4世紀末期一1 5世紀中期）と 1 5 世紀末期のDevonshire dozenの.
輪出の急伸長期とめ過© 期に，都市の動向に注目すると，第 1期〖こおける都市の動向にもまして興. 
味深い事突があったことに気づく。われわれは，既に， 1 3 世紀にデヴォンシャーのほぼ全域に分 

散していた毛織物工業が， I4 世紀末期には，都市周辺に集中する傾向があったこと，従って，都: 
市は何等かの意味で既存の分散した農村毛織物工業を「組織』したであろうと推論した。 1 5 世紀: 
中期の str a itsの輸出不振のあと，この従来の輸出商品str a itsに代る Devonshire dozenがいちは■.
やく導入されたのは，ほかならぬエクセター周辺の峡谷地帯だったのである。この事実と，第 1 期！

(165)
におけるエクセターおよびバーンスティプルの動向，あるいは 1 7 世紀初頭にサージに転換するに 

際しても先ず第1 にサージが導入されたのは，同じくエクセター周辺の峡谷地帯であり，その他の. 
場所は依然として旧毛織物である力一ジー，その他の生産を続けていたという事実を併せ考えると> 
われわれは，とりあえず，次のように結論せざるをえない。すなわち，都市は,既に存在している農 

村工業をより規模の大きな市場に向けて「組織化」し，これを商業ルートに乗せるに際して，大き 

な役割を果し，そのことに自己の利益を見い出すのみならず,ひとたびそうした既存の毛織物の市, (167) '
場の不振に直面すれば，市場の動向に敏感に反応して市場が需要する新しい毛織物の導入，移 植 に 、

イニシァティヴをとるのである。都市は，前者の場合には，未だ狭い市場を基盤としていた「農

民的技術」の「商業化」を行なったのであり，. 広範な市場を見い出せず，従ってまたその工業発展 (168)
に枷をはめられていた農村工業を，より大規模な市場に向けて編成がえしたのである。

後者の場合，殊に第1 期から 1 5 世紀末期の輸出の伸長に至る過渡期に関しては，都市ュクセタ 

一，より具体的にいえば，第 1 期の輸出伸長'に参加し, 池•欧市場との接触をもったエクセターの毛： 

織物輸出商人は，南欧市場における1 5 世紀中期以降の動向，すなわち,かつてイングランドとの • 
M 争に敗れたフランドル，ブラバ、イトの毛織物工業が今や従来の製品とは違った溥手毛織物（dm- 
porio le g e r e )をもって南欧市場に進出し始めたこと， またこうしたフランドノレ，ブラバントの薄宇
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近世イングランドの都市工業;_
毛織物とよく競争しうるのは，同じく旧毛織物ではあるが， かっての s t r a i t sよりも皮質の薄手毛 

織物ダズンであるごとを察知し，とれをエクセター周辺地域に導入し, これを後背地とし，その後 

背地の工業発展に乗る形で自からの経済活動の仲長を図ったのである。っまり，都市商人による都 

市の集荷機能，流通の中心としての機能の維持と促進が，ダズンの都市周辺への導入を生んだとい 

えよう。こうしたエクセター商人の意図は，南欧市場，就中，フランス市場において，丁度この時 

期に 100年戦争によって大幅に落込んだ需要がようやく回復し，1 0 0 年戦争終結後の需要の復興と 

交易の円滑化の時期にあたっていたことによって，より一層顕著な成功をおさめることになったの 

である。

都市商人による都市の集荷機能，流通機能の維持と促進とは別に， 1 7 世紀中期に至るまでのデ

、ヴォン 'ンャ一の毛織物工業の発展をあえて都市エクセターに視点をあわせっっ眺める時，同州の毛

織物の市場が一貫して都市にとって蜇要な意味をもち続けたvということを更にっけ加えておかなけ

れぱならない。すなわち，都市商人の側からする都市の集荷機能，流通の中心地としての機能の維

特 ，促進は，単に商人のそうした意図のみでは到底実現できなかったことは，. 1 3 世紀におけるィ

ングランド諸都市の没落からみても明らかであろう。都市の集荷, 流通上の優位性は，たとえ都市(170)
:商人による周辺後背地への新たな毛織物の導入や農村工業の「組織化」の意図があったとしても，

当該毛織物工業に都市が何等かの生産的な機能，それも都市固有の生産的機能を果さなければ，実

•現しえない。毛織物工業に関していえば，都市が農村よりも.有利に生産的機能を果しうるのは，い

'うまでもなく，仕上 • 染色部門であって, 特定の地域の毛織物が，仕 上 •染色毛織物を需要する市

場をっかんだ場合には，都市は集荷，流通上の優位性に加えて，更に生産的機能を発蹄するに有利

‘な立場におかれることになる。この点からみると，デヴォンシャ一毛織物の市場が， 1 3 世紀の広
.(171)

1幅織時代，I4 世紀末期の第1 期の輸出飛躍期のstra its時代，1 5世紀末期以降のDevonshire dozen 
塒代，更にはサージの時代も一貫して完成品(仕上 • 牮色毛織物) を需要する市場であったこと，最 

:終消費地と直結していたことは極めて重惡である。同じく輸出の増大をみたとはいえ，最終消費地 

とは分断され，仕上 • 染色を他に依存する形で輸出を増加させた地方では，かって仕上•染色工程 

を荷っていた都市も，多かれ少なかれ，市場の転換の過程で，都市の果すべき機能を喪失せざるを 

えなくなるが，こうした地方の都市と比べた場合，デヴォンシャ一の都市エクセターは，同州の毛 

;織物工業により積極的な役割を果す条件を与えられ続けたのである。 ’

(本稿は，晓和 4 5 年度文部猶科学研究费奨励研究A の一部である。）

• (桃山学院大学経済学部助教授）

，注（169) M.MolJat, op. cit,, pp. 124, 133. ,
(170) Miller, op. cit., p. 71.

♦(171) AM . Bridbury，Economic Growth ： England in the Latei4 Middle Ages, Lond., 1962，p, 40.
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「労働力商品の特殊性」と 「労働問題」

研究の方法について一  試 論 一 —

野 ロ 建 彦

I 問題の所在 

n 「労働力商品の特殊性」

A 宇野教授の原理論における「労働力商品の特殊性j に関する所説 

B 宇野教授の段階論における労働者の意義 

m 宇野教授の所説の問題点 

iv 「労働問題」研究の方法

I 問 題 の 所 在

資本制生産の特徴を，流通形態としての資本が，その価値増殖の莢体である生産を包摂している

点にもとめ，その実体を支えるのが労働力の商品化であることを明示的に提唱したのは学野弘蔵教

授である。教授は，資本によって労働力か商品化されていることが，資本制生産の r基本矛盾_丨だ

^ までいわれている。その根拠は，労働力が「一人の人間の肉体，すなわち,人間め生ける人格の

注⑴マルクスも穷働カ商品の特殊性を強調しているが， •■資本論』全三巻を通してみるならば，その殊知性は宇野教授の 

ように「兀来商猫として虫産されるものではない」という点でおさえられているのではなぐ新たに価値を形成増殖する 

という点におかれていると考えられよう。例えば「貨幣の資本への転化j の箇所でマルクスは次のよs にい5 「ある商

姑の消費から肺値を引出すためには，わが貨粮所有者はきわめて幸運でなければんらないのであって’流通部^ の内部，

細 で ，一つの商品を発見しなければならぬ。その丽品の使用価随自身が，価値の源枭であるという独特の厲性デバ、。ら 

おり，したがって，その夾際の消贤が，それ有身劣■働の対象化であって，かくて，価値削造でもるというのでなければか /
らぬ。そして;kff?所右咨は，市場でこのような特殊な商品を発觅する----労働能力または労働力がこれである. 」(k  I S
1 8 1 ,岩 〔1 〕291頁,） ° • ■ •

しかし資本制生座の歴史性を明確にずるためには，労働力が新たな肺値を形成‘梢殖する点に労働力商品の特殊性をも 

.とめるより，兀来M品でない人間の労働機能が商品化する点をおさえる方が有効であり，その意味ャ宇野教捋の指摘は呷 

価されなければならない。例えば，教授の次のような才g摘がある。 r元来，他人の剰余资f動を獲得するといぐことは资^
, .冢的生途に特 有なるものではない。j '(旧 『原論』121頁) 0 これはマルクスが『資本論j .でのべていることを受 け たものゃ 

ある。. マルクスはこういっている。 「資本が剰余労働を発明したのではない。社会の一部が也産手段を独占してい る と —

ろでは，. どこでも労働洛•は，岜山であれ不抱丨.丨丨であれ，生.鹿手段の所有渚の用いる生活手段を生廣するために. 自己保布 

に必贺な曲分の労働時問に，超過労働時問を追加せねばならない。この所有渚が，アテナイの设族.ェトルりァの神政者 

ロ一マの市！̂，ノルマンの領主，アメ丨ノ力の奴隸所有者-，ワラキアのボャール，近丨1)••の大地主，あるいは資本家のいずれ 

であるにせよ，このことに変わりはない- , (K. I.S . 249〜2 5 0 ,岩 〔2 〕100頁) 。もっとも， この後に;同じく剰余资働 

を搾取するといってもマルクスは资本主義的商品絰済及びそれ.に溶解 . 包炽された旧社金の剩余穷f助の欲朝は無版である 

といっており，％’觸教授もそのマルクスの立言を受けている。

尚，第一卷筘三篇「絶対的剩余妯姆の生産j で, 標準労働丨3をめぐる穷資の対立が説かれ,资本家が一方的に穷拗渚か 

使州できないことが強調されているが，それを r劣丨動力商品の特殊性」 として先の「貨幣の资木への転化」におけるf う 

な意義をマルクス出身が，丨麻的に与えていると断矩はできないでナりろう。 ；
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